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本書はRebDrive NASを導入するにあたって、基本的な仕様と使い方について解説したものです。 

各機能などの詳細については、本製品のベースモデル 「Thecus N2520」向けユーザ・マニュアル

（PDFファイル）を参照してください。 
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○安全上のご注意 

安全にお使いいただくために必ずお守りください。 

危 険 
「誤った取り扱いをすると人が死亡または重傷 ＊１ を負う可能性があることがあり、か

つ、その度合いが高いこと」を示します。 

警 告 
「誤った取り扱いをすると人が死亡する、または重傷 を負う可能性があること」を示しま

す。 

注 意 
「誤った取扱をすると人が傷害 ＊２ を負う可能性または物的損害 ＊３ が発生する可能

性があること」を示しています。 

＊１ ：重傷とは、失明やけが、やけど、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るもの、及び治療に入院や長期の通院を 

要するものを示します。 

＊２ ：傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど・感電を示します。 

＊３ ：物的損害とは、家屋・家財および家畜・愛玩動物にかかわる拡大損害を指します。 

絵

表

示

の

例 

 記号は製品の取扱いにおいて、発火、破裂、高温等に対する注意を喚起するもので

す。図の中に具体的な注意内容が描かれています。 

 記号は製品の取扱いにおいて、その行為を禁止するものです。具体的な禁止内容は

図記号の中や近くに絵や文章で示しています。 

 記号は製品の取扱いにおいて、指示に基づく行為を強制するものです。具体的な強制

内容は図記号の中や近くに絵や文章で示しています。 

警 告 

水にぬらさないでください。 

雨・雪・水がかかる場所では使用しないでください。また、機器の上に水などの入った容器または金属物を置かない

でください。 水がこぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となることがあります。 

 

修理や改造、または分解しないでください。 

火災、感電、またはけがをするおそれがあります。修理や改造、分解に起因する物的損害について、当社は一切責

任を負いません。 

また、修理や改造、分解に起因する故障に対する修理または交換は保証期間内であっても有料となります。 

 

異常時は電源プラグをコンセントから抜いてください。 

煙が出た場合、変なにおいや音がする場合、水や異物が内部に入った場合、本製品を落下させた場合はすぐに電

源スイッチを切り電源プラグをコンセントから抜いてください。そのまま使用すると火災、感電などの原因になるおそ

れがあります。 

 

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電の原因になるおそれがあります。 

 

注 意 

機器を移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

移動時にコードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。 
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注 意 

電源プラグを抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。 

コードを引っ張るとコードが傷み、火災・感電の原因となることがあります。 

 

不安定な場所へ置かないでください。 

ぐらついた台の上や傾いた場所などに置かないでください。落ちたり倒れたりしてけがの原因となることがありま

す。 

 

機器の上に重い物を置いたり、乗ったりしないでください。 

バランスが崩れて落ちたり、倒れたりして、けがの原因となることがあります。 

 

湿気や埃の多い場所、油煙や湯気があたるような場所での使用はさけてください。  

火災・感電の原因となることがあります。 

 

★NAS本体の取り扱いについては、本製品のベースモデル 「Thecus N2520」向けユーザ・マニュアル内、「安全に関する 

 警告」も併せてご参照ください。 

 

○本書をお読みになるにあたって 

・このガイドについては、将来予告なしに変更することがあります。 

・製品改良のため、予告なく外観または仕様の一部を変更することがあります。 

・このガイドにつきましては、万全を尽くして製作しておりますが、万一ご不明な点、誤り、記載漏れなどお気づきの 

点がありましたらご連絡ください。 

・このガイドの一部または全部を無断で複写することは、個人利用を除き禁止されております。また無断転載は固く 

お断りします。 

○免責事項 

・火災、地震、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または過失、誤用、その他異常な条件下での使用による 

損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

・本書で説明された以外の使い方によって生じた損害に関して、当社では一切責任を負いません。 

・接続機器との組み合わせによる誤作動などから生じた損害に関して、当社では一切責任を負いません。 

 

・Thecus および他の Thecus 製品名は、Thecus Technology Corp の商標です。 

・Intel Atomは、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation の商標です。 

・Apple、Macintosh、MacBook、Mac、Mac OS、OS X、QuickTime、iTunes、iPhone、iPadなどはApple Inc.の米国およびその他の国に 

おける登録商標または商標です。 

・Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国、日本およびその他の国における登録商標または商標です。 

・UNIXは、X/Openカンパニーリミテッドが独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標です。 

・Dropboxは、米国Dropbox, Inc.の商標または登録商標です。 

・その他本取扱説明書に記載されている会社名、製品名、技術・仕様名称等は、各社または特定団体の登録商標または商標です。 
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1 はじめに 
この度はRebDrive NASをご購入いただきありがとうございます。 

 

RebDrive NAS（以下、「本製品」と表記します）は、最新のNAS用システム「ThecusOS™6」を搭載し、さま

ざまな種類の大容量データを、ネットワーク経由で保存・管理・参照することができる、ネットワーク対応ハ

ードディスク（NAS）です。 

パソコンやスマートフォンから本製品へネットワーク経由で送られたデータは、本製品に搭載された 2基の

ハードディスクに構成されるRAIDボリュームへ保存されます。 

 

本製品のRAID構成は、RAID0（ストライピング）、RAID1（ミラーリング）、JBOD（スパニング）の 3種類

に対応し、用途に応じて優先する機能を選択できます。 

RAID内に保存されたデータは、一般的なパソコン向けファイル共有サービスや、専用のスマートフォンア

プリケーションを通していつでも参照可能です。 

特に、写真や動画、音楽などの各種メディアファイル向けには、本製品上で動作するアプリケーション

「NASアプリ」によって、メディアサーバーとしての機能や、HDMIによるテレビ・モニター出力機能も搭載

しています。 

 

また、ThecusOS™6で提供される「ダイナミックDNSサービス」により、家庭内・社内ネットワーク（*）の外部

からも、本製品に保存されたデータを利用することができます。 

 （*）ダイナミックDNSサービスを利用するには、家庭内・社内からインターネットへ接続するルータに、グローバル IPアドレスの割り当てが 

   必要となります。 

 

このガイドは、本製品の基本的な仕様と導入のための設置手順および、ネットワーク対応ハードディスクと

しての主な活用方法について説明しています。 

また合わせて、HDMI出力によるメディア再生機能や各種バックアップの手順など、本製品の特徴的な機

能も紹介しています。 

なお、各機能や設定項目の詳細については、本製品のベースモデルである、 「Thecus N2520」向けのユ

ーザ・マニュアル（以下、「ユーザ・マニュアル」と表記します）を併せてご参照ください。 

ユーザ・マニュアルは、本製品に付属のソフトウェアCDおよび製品ホームページ（本書 171ページに掲

載）より入手可能です。 

本書各章の構成と内容は以下のとおりです。 

 

1 はじめに 

本製品の主な仕様と特長、使い方の概要について解説します。 

2 各部の名称と役割 

本製品の主要な部分の名称と役割を記述しています。 

3 ファイルサーバーとしてのセットアップ 

本製品の設置およびネットワークへの接続方法と、ファイルサーバーとして使いはじめるまでの基本的

な設定手順について解説します。 
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4 ウェブ管理インタフェース（Web UI）とコントロールパネル 

本製品をウェブブラウザ経由で操作できる「ウェブ管理インタフェース」の基本的な使い方と、コントロー

ルパネル（Control Panel）内に表示される各アイコンの役割について記述しています。 

5 パソコンからのファイル参照  

本製品に保存されたファイルを、内部ネットワークまたは外部ネットワーク上のパソコンから参照する手

順について説明しています。 

6 NASアプリの活用  

本製品上で動作する「NASアプリ」を利用して、保存されたファイルを専用スマートフォンアプリから参照

したり、本製品をメディアサーバーとして動作させる方法を解説します。 

また、クラウドストレージサービス「Dropbox」と本製品のRAID内のデータを同期させる手順も説明して

います。 

7 特徴的な機能 

本製品をHDMIケーブルでテレビ・モニターに接続して動画や音楽などのファイルを再生する手順や、

本製品にUSB外付けストレージを接続してデータをコピーする方法など、本製品の特徴的な機能と使い

方について解説します。 

8 内蔵ドライブおよびRAIDのメンテナンス 

本製品に搭載されたハードディスクを交換する方法と、RAID障害時の復旧手順について解説します。 

9 Mac OS X用設定  

Mac OS X環境で、本製品をTime Machineのバックアップ先として使う手順と、本製品を iTunesサー

バーとして設定する方法について解説します。 

10～11 保証とアフターサービス、付録 

追加のインフォメーションとテクニカルサポートについての情報です。 

 

1-1 製品の特長と対応する機器 

製品特長： 

RebDrive NASは、搭載されたNAS用システムThecusOS™6と、同システム上で動作するアプリケーシ

ョン「NASアプリ」により、メディアファイルの共有やネットワークサービスとの連携に便利な機能を多数搭

載した、ネットワーク対応ハードディスクです。 

カスタマイズ性に優れたNASアプリの機能によって、ユーザーの環境に応じた方法で、大容量データを保

存・管理・参照することができます。 

 

■ NAS用システム ThecusOS™6搭載 

本製品に搭載された ThecusOS™6 は、豊富な機能を持つネットワーク対応ハードディスクをシンプルに管

理することのできる最新システムです。 

ThecusOS™6 では、モジュール化された NAS アプリによって、ファイル共有、ネットワークサービス、バッ

クアップ向けの各種機能を実現しています。 

また本製品をインターネットに接続することで、システムとNASアプリを最新の状態にアップデートすること

ができます。 
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■ 選択・カスタマイズ可能なNASアプリによるサーバー機能 

ThecusOS™6 上で動作する NAS アプリによって、本製品に用意されている多数のサーバー機能を選択・

カスタマイズして利用することができます。 

 

■ ウェブブラウザでのシンプルな管理操作 

サーバー機能の管理は、ネットワーク接続されたパソコンのウェブブラウザから、アイコン表示されたメニ

ューを操作することでシンプルに実行できます。 

 

■ 豊富なメディアファイル向け機能 

動画や音楽、写真などのメディアファイルをネットワーク上で共有するための、サーバーアプリケーション

「TwonkyMedia」や、本製品をテレビやモニターと接続してメディアファイルを再生できる「XBMC」など、メ

ディアファイル向けのユニークな機能を搭載しています。 

 

■ Windows、Macはもちろん、iPhone、iPad、Androidスマートフォンやタブレットからも利用可能 

WindowsやMacなどパソコン向けの一般的なファイル共有機能に加えて、専用アプリによるスマートフォ

ンやタブレットからのアクセスにも対応します。 

 

■ バックアップ機能も充実 

RAID1（ミラーリング）による内部ドライブのバックアップだけではなく、本製品に搭載されたバックアップ機

能であるData Guard (データガード)では、複数のThecusOS搭載NAS間でのリモートバックアップや、

本製品に接続されたUSB外付けストレージへのコピーなど、さまざまな手段でバックアップを実行すること

ができます。 

 

対応機器/動作環境/記憶容量： 

■ サポートするパソコン、スマートフォン、タブレット 

ネットワークへ接続可能なMac、Windowsパソコン、iPhone、iPadおよびAndroidスマートフォン、タブ

レット 

 

■ サポートするオペレーティングシステム 

Windows Vista、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Mac OS X （10.5以降）、iOS（5.0以降）、

Android（2.3以降） 

 

■ サポートするウェブブラウザ（ウェブ管理インタフェース） 

Internet Explorer 8.0以降、Safari 5.0以降  

 

■ 記憶容量 

RAIDモード RAID0（ストライピング）、JBOD（スパニング） RAID1（ミラーリング） 

8TBモデル 8TB 4TB 

4TBモデル 4TB 2TB 
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1-2 ネットワーク対応ハードディスクの使い方 

本製品を使って、ネットワーク上のさまざまな機器から、大容量のファイル・データを保存・管理・参照するこ

とができます。 

 

          

 

 

 

 

外部ネットワーク（インターネット） 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

・本製品は、搭載されたハードディスク上に構成されるRAIDボリューム内に、大容量のファイル・データを 

 保存します。 

・家庭内・社内ネットワーク上では、パソコン用各OSから標準のファイル共有で、ネットワークドライブとして  

 アクセスが可能です。 

・スマートフォン・タブレットからは、Thecus製専用アプリを使ってアクセスできます。 

・この他、動画や写真、音楽などのメディアファイル向け共有サービス機能も搭載しています。 

 

1-3 内蔵ハードディスクについて 

RebDrive NASはRAID設定済み（*）ハードディスクドライブを 2台搭載しているので、購入後直ちに大容

量のネットワークストレージとしてお使いいただけます。 

ハードディスクの取り外し・交換手順については、本書 166ページ以降をご参照ください。 

 （*）製品出荷時の内蔵ハードディスクドライブは、RAID0（ストライピング）に設定されています。 

 

 

 

 

RebDrive NAS 

専用アプリでスマートフォン

やタブレットから利用 

ThecusOSのダイナミックDNSサービスで 

外部ネットワークからもアクセス 

家庭内・社内ネットワーク 

 ルーター 

パソコンからは、OS標準のファイル共有を利用 
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2 各部の名称と役割 
各部の機能については、ユーザ・マニュアルも併せて参照してください。 

2-1 前面パネル 

         

 

 

１．HDD1 LED 

１台目のハードディスク（正面向かって右側に搭載）の状態を示します。 

ハードディスクへのアクセス時は白く点滅します。 

LEDの色が赤に変わった場合、ハードディスクに故障が発生している可能性がありますので、保証書に記

載された連絡先まで修理をご依頼ください。 

 

２．HDD2 LED 

２台目のハードディスク（正面向かって左側に搭載）の状態を、１台目と同様に表示します。 

 

３．LAN LED 

ネットワークの状態を表示します。 

LANケーブルが接続されると白く点灯し、ネットワークアクセス時に点滅します。 
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４．USB LED 

USBポートに接続された機器の状態を表示します。 

USB機器が接続されると白く点灯し、アクセス中は点滅します。 

アクセスに異常がある場合には、赤く点灯します。 

 

５．USBコピーボタン 

USB機器から本製品のRAIDボリュームへデータをコピーする際に使用します。 

操作手順については本書の 164ページを参照してください。 

 

６．電源ボタン/LED 

ボタンを押すと本製品の電源が入ります。電源が入るとLEDが青く点滅を開始し、システムの準備が完了

すると点灯します。 

またシャットダウン/再起動の準備中も点滅します。 

 

 ★シャットダウン（電源オフ）/再起動の操作は、パソコンのウェブブラウザから「ウェブ管理インタフェー 

  ス」を使って行います。（本書25ページ） 

 

７．USBポート（USB3.0対応） 

USBに対応したハードディスクや光学ドライブ（DVD、CD）などの機器を接続するポートです。 

USB機器を使用する手順については、本書の 107、148、164ページを参照してください。 

 

８．ThecusロゴLED 

電源ボタンのLEDと同様に、起動とシャットダウン/再起動の準備中に点滅します。 

通常、動作中は常に点灯しますが、ウェブ管理インタフェースから設定を変更して消灯できます。 

設定変更の手順については、本書の 28ページを参照してください。 
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2-2 背面パネル 

            

 

１．システムファン 

放熱用のファンです。動作中は排気口をふさがないでください。 

 

２．HDMIポート 

NASアプリ「XBMC」で、映像や音楽などのメディアファイルを、テレビ・モニターへ出力する際に使用しま

す。 

 

３．S/PDIF（デジタルオーディオ出力） 

「XBMC」で音声をデジタル出力するための端子です。 

 

４．LANポート（10/100/1000 BASE-TX） 

LANケーブルを接続します。 

 

５．USBポート（USB2.0対応） 

USB に対応したハードディスクや光学ドライブ（DVD、CD）などの機器を接続するポートです。対応機器

はUSB2.0までとなります。 

また、USBマウス・キーボードを接続することで、「XBMC」の画面操作に使用できます。 
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６．電源コネクタ 

付属の専用ACアダプターを接続します。 

 

７．リセットボタン 

本製品の一部設定内容（ネットワーク設定/ユーザー・パスワード/UI ログイン機能/ジャンボフレームサポ

ート）をリセットするためのボタンです。 

このボタンを５秒間押し続けることで、本製品が再起動し、上記の内容が初期状態にリセットされます。 

  

★NASアプリ「XBMC」が開始されるまで、HDMIポートおよびS/PDIFは動作しません。 

 

★NASアプリ「XBMC」の導入手順については、本書の 101ページ以降を参照してください。 
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3 ファイルサーバーとしてのセットアップ 

3-1 ネットワークへの接続と導入 

１． 下の写真を参考に、本製品へACアダプターとLANケーブルをそれぞれ接続します。 

    各ケーブルを接続した後、電源ボタンを押して電源を入れます。 

   電源投入後、ハードウェアの準備中（約５分間）は電源ボタンのLEDとThecusロゴLEDが点滅し 

   続けます。 

   準備が完了して使用可能になると、電源ボタンおよびThecusロゴLEDが点灯するとともに「ピーッ」 

   という音（ビープ音）が鳴ってお知らせします。 

    

 

２． 付属のCDから、本製品と同一のネットワークに接続されたパソコンへ、NAS導入アプリケーション 

   「Intelligent NAS」をインストールします。 

   お使いのシステムにあわせて、ソフトウェアCDの「IntelligentNAS」フォルダからWindowsまたは 

   Mac（Mac OS X）用のファイルをダブルクリックし、インストーラーを起動してください。 

 

   ★Intelligent NASのインストーラー用ファイルは以下のURLからダウンロードすることもできます。 

     http://install.thecus.com/ 

 

 

 

 

 

 

LANケーブル 

ACアダプター 
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３． インストーラーを起動すると、以下の画面が表示されます。 

   お使いの環境に合わせて各設定を選択したあと、「続行」をクリックして次に進みます。 

     

 

４． Adobe AIRがインストールされていないシステムでは、最初にAdobe AIRのインストール確認が 

   表示されます。使用許諾契約条件を確認した後、続行するには「同意する」をクリックします。 

    

 

   ユーザー アカウント制御の画面が表示された場合は、 「はい（Y）」をクリックして続行してください。 
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５． インストール中の画面が表示されたあと、しばらく待つと、Intelligent NASが起動します。 

   パソコンと同一のネットワークに本製品が見つかると、Intelligent NASのウィンドウ内に「N2520」と 

   いう名前のアイコンと割り当てられた IPアドレスが表示されます。 

    

 

６． Intelligent NASのウィンドウ内にアイコンが表示されない場合は、ウィンドウ左上の更新ボタン（左 

   向きの矢印マーク）をクリックします。 
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７． Intelligent NASのウィンドウ内に表示されたアイコンの横に表示される、本製品の IPアドレスを 

   確認してください。 

   本製品と同じ家庭内・社内ネットワーク上のパソコンを使って、Webブラウザから本製品の設定を行う 

   場合は、この IPアドレスを使ってアクセスします。 

   インターネットから本製品にアクセスする場合は、次ページ以降の手順で、Thecus ダイナミックDNS 

   （DDNS）サービスへ本製品を登録する必要があります。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品に割り当てられた IPアドレス 
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3-2 NASの初期化とダイナミック DNSの設定 

１． Intelligent NASのウィンドウ内に表示されている「N2520」のアイコンをクリックすると、NASの初期 

   化のためのウィンドウが表示されます。 

    ローカルネットワーク上で表示されるNAS名を変更する場合は、「NASネーミング」の入力欄に新し 

   い名前を入力します。この名前は家庭内・社内ネットワークでのみ使用されるもので、ダイナミック 

   DNSに登録される名前と同一である必要はありません。 

   「NASアカウントセットアップ」では、このNASを通常使用するために、管理者以外の一般ユーザー 

   アカウントを作成します。 

   「ユーザ」欄に任意のユーザー名を、「パスワード」および「パスワード確認」欄には同一のパスワード 

   を入力してください。 

   「次のステップ」ボタンをクリックすると、入力した内容がNASに設定されます。 

    

 

２． 「NASネーミング」欄に入力した名前は、Intelligent NASウィンドウ内のアイコン横に表示されます。 

     

 

 

 

「NASネーミング」欄に入力した名前 
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★ダイナミックDNSの利用には、Universal Plug and Play（UPnP）対応で、外部ネットワーク（WAN） 

  側にグローバル IPアドレスが割り当てられたルーターが必要です。ダイナミックDNSを利用して本製 

  品の各機能へアクセスする手順については、本書の 56ページ以降を参照してください。 

 

３． ダイナミックDNSサービスをはじめて利用する場合は、最初に「Thecus IDの作成」をクリックして 

   ユーザー登録を行います。 

   登録済みのThecus IDを使用する場合は「ログイン」をクリックします。 

   ダイナミックDNSサービスを利用しない場合は、「ステップを飛ばす」をクリックします。その後、 

   Altキー＋F4キー（Windows）またはCommandキー＋Wキー（Mac OS X）を押して Intelligent  

   NASを終了し、NASの初期化作業を完了します。 

    

    ★「ステップを飛ばす」をクリックして初期化作業を完了した場合は、本書23ページ以降の内容に 

     したがって、Webブラウザから本製品の設定を行います。 

 

ー ダイナミックDNSについて ー 

本製品は、ThecusOS™6搭載NAS向けに提供される、ダイナミックDNS（DDNS：Dynamic Domain Name System）

サービスを利用することができます。 

通常、家庭内・社内などのプライベートネットワーク上にある機器は、ルーターなどのファイアーウォール機能によって

遮断されているため、外部のインターネットから直接アクセスすることができません。 

ダイナミック DNS は、そのようなインターネットから直接参照できないネットワーク上にある機器へ、外部からアクセス

するための仲介を行うサービスです。 

本製品の初期セットアップ時にThecus DDNSへの登録を行うことで、Thecusのサーバーにより、外部ネットワークか

らプライベートネットワーク上にある本製品へ、任意の名前を使ったアクセスが可能になります。 

たとえば、外出先から自宅のNASを参照するなど、プライベートネットワークにあるNAS上のファイルにさまざまな 

場所からアクセスできるようになります。 
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４． 「Thecus IDの作成」以下の、ID（email）、パスワード、パスワード確認（パスワードの再入力）、 

   ユーザー登録される方の名前をそれぞれ入力します。 

   「Thecusカスタマープライバシーポリシーをご覧ください。」をクリックすると、登録される個人情報の 

   取り扱い方針をご確認いただけます。 

   ポリシーに同意してThecus IDを作成する場合は、「Thecusカスタマープライベートポリシーに同意し 

   ます。」という文頭のボックスがチェックされていることを確認した後、「作成」ボタンをクリックします。 

    

 

５． Thecus IDを作成すると、以下のウィンドウが表示された後、しばらく待つとThecusのサーバーから 

   入力したメールアドレス宛に登録確認のメール（英文）が送信されます。 

   お使いのメールソフトを起動して、メールが届いていることを確認してください。 
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６． 以下のようなメール文中の、「http://」で始まるURLをWebブラウザから開くことで、作成された 

   Thecus IDが有効になります。 

    

    ★メールソフトやメールサーバー、プロバイダなどの設定によって「thecus.com」からのメールが受信 

     拒否対象とされていると、登録確認のメールが届かない場合がありますのでご注意ください。 

 

７． Thecus IDが有効になった後、Intelligent NASウィンドウの「ログイン」以下に登録したメールアド 

   レスとパスワード、更に「DDNS」欄には本製品をインターネットから参照する場合に使用したい名前 

   を入力して「ログイン」をクリックします。 

   Thecus IDの登録後、しばらく経っても登録確認のメールが届いていない場合には「承認を再送信」を 

   クリックしてください。 

    

    ★「DDNS」欄に入力した名前が既に他のユーザーによって登録されている場合、エラーが表示され 

      ますので、他の名前を選択してください。 

 

 
    ★ダイナミックDNSが有効であれば、「DDNS」欄に入力した名前の後に「.thecuslink.com」を追加 

      したURLを使って、インターネットから本製品へのアクセスが可能になります。 
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８． ログイン後に以下のような画面が表示されれば、ダイナミックDNSの設定作業は完了です。 

   Altキー＋F4キー（Windows）またはCommandキー＋Wキー（Mac OS X）を押して Intelligent  

   NASを終了します。 
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4 ウェブ管理インタフェース（Web UI）とコントロールパネル 
本製品の設定および管理を行うための機能として、ネットワーク経由でWebブラウザから操作を行う、 

ウェブ管理インタフェース（Web UI）が搭載されています。 

ウェブ管理インタフェース上で表示されるコントロールパネル（Control Panel）を開くことで、本製品のほと

んどの機能を利用することができます。 

ウェブ管理インタフェースには、本製品と同一のネットワークに接続されたパソコンのWebブラウザから、 

以下の手順でアクセスします。 

 

１． Webブラウザから、本製品に割り当てられた IPアドレスを開きます。 

   ★IPアドレスの確認手順については本書の 14～17ページを参照してください。 

   ★IPアドレスのみを入力しても接続できない場合は IPアドレスの前に「http://」を入力してください。 

 

２． ThecusOSの画面が表示されるので、中央に表示されている「Admin（管理者）」アイコンをクリックし 

   ます。 
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３． ログイン用のパスワードを入力します。本製品の出荷に設定されているパスワードは「admin」です。 

    
 

４． はじめてのログイン時には免責条項の確認画面が表示されます。 

   次回以降のログイン時にこの画面を表示しないようにする場合は、「同意します。」という文の直前に 

   表示されているチェックボックスをチェック（クリック）してから「OK」ボタンをクリックします。 
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５． ログインすると、ThecusOSのウェブ管理インタフェース画面が表示されます。 

   各ボタンの機能は以下のとおりです。 

 
 

１．コントロールパネル（Control Panel） 

コントロールパネルを開きます。パネル内の各項目の概要については、次項を参照してください。 

 

２．システムログ/ヘルプ/ユーザー名  

左から順に、コントロールパネル内の「システムログ」を開くショートカット、現在開いている機能のヘルプ、

ログイン中のユーザー名を表示するボタンです。 

ユーザー名のボタンをクリックすると、以下のようなメニューが表示されます。 

 

 

３．機能検索 

コントロールパネル内の機能を文字列で検索します。 

 

４．パワーマネジメント（電源管理） 

本製品のシャットダウンまたは再起動を行います。 

 

５．メッセージバー 

左から順に、RAID、ディスク、ネットワークの状態をそれぞれ表示します。RAIDとディスクのアイコンを 

クリックすることで、コントロールパネル内の「RAID 情報」および「ディスク情報」へのショートカットとしても

機能します。 

パスワードの変更： 管理者パスワードを変更します。 

言語選択： Web UIの表示言語を変更します。 

OSバージョン： ThecusOSのバージョンが表示されます。 

ログアウト： ログアウトしてログイン画面に戻ります。 
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4-1 コントロールパネルの概要 

コントロールパネルはカテゴリ毎に７つの項目に分かれています。 

項目ごとに含まれるアイコンとそれぞれの機能は以下のとおりです。 

本書で説明さてれていないアイコンの詳細については、ウェブ管理インタフェース画面右上のヘルプボタン

およびユーザ・マニュアルを参照してください。 

 

 

 

製品情報 

本製品の製品情報（製造元、製品番号、ファームウェアバージョン、連続動作時間）を表示します。 

 

ステータス 

本製品で実行中の各サービスの状態と、CPU、メモリ、ネットワークの使用状況を表示します。 

 

システムログ 

システムログの表示と、レコードのエクスポート（書き出し）/削除を行います。 

 

システムログ マネジメント 

Syslogサービスによる、ネットワーク経由でのシステムログ保存管理を行います。 

 

システムの時間設定 

本製品に内蔵された時計機能の日時とタイムゾーンおよび外部NTPサーバーの設定を行います。 
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通知設定 

システムに異常が発生した際に、ビープ音または電子メールによる通知を行うための設定です。 

 

スケジュールパワーオン/オフ 

曜日ごとに、時刻を指定して自動的に本製品の電源のオン/オフを行うための設定です。 

 

パスワードの変更 

管理者（Admin）パスワードの変更を行います。 

 

システム構成の管理 

本製品の設定内容を外部ファイルとして、ダウンロード（保存）/アップロード（読み込み）を行う機能です。 

 

設定の初期化 

本製品の設定内容のうち、IP アドレス、管理者パスワード、ユーザー/グループとファイルの関連付けを出

荷時の状態にリセットします。RAID内のデータは消去されません。 

 

パワーマネジメント 

本製品のシャットダウンまたは再起動を行います。 

 

ファイルシステムチェック 

本製品を再起動して、搭載されたディスクのファイルシステムチェックを実行します。 

 

Wake-On -LAN 

Wake-On-LANサービスの有効/無効を切り替えます。 

 

ネットワーキング 

ネットワーク設定を変更します。 

 

ワイヤレスクライアント  

本製品では使用しません。 

 

UIログイン機能 

WebブラウザからNASアプリを利用するための設定を行います。 

 

システムモニター 

CPU/メモリ使用量、ネットワークスループット、使用中のユーザーなど、システムに関する情報をグラフ表

示します。 

 

ハードウェア情報 

本製品のハードウェア構成を表示します。 
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ユーザアクセスログ 

FTP、Samba/CIFS、SSH、AFP の各サービスについて、ユーザーアクセスログ保存の有効/無効を設定

します。 

 

LEDコントローラー 

本体側面ThecusロゴLEDの動作を設定します。 

 

 

 

ディスク情報 

本製品に搭載されたハードディスクの情報を表示します。 

リストからディスクを選択して、S.M.A.R.T.情報の確認と不良ブロックスキャンを実行することができます。 

 

RAID情報 

RAID情報の表示と、RAID設定の編集、削除などを行います。RAID設定を変更すると、RAID内のデー

タはすべて消去されますのでご注意ください。 

 

 

 

ユーザー 

本製品にアクセスできる一般ユーザー（ローカルユーザー）の追加、編集、削除を行います。 

 

グループ 

本製品のローカルユーザーが所属するグループ（ローカルグループ）の追加、編集、削除を行います。 
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バッチ処理 

テキストファイルを読み込んで、ユーザーとグループを作成します。 

テキストファイルは以下のフォーマットにしたがって、半角英数のみで１行ずつ記述する必要があります。 

[USERNAME（ユーザー名）], [PASSWORD（パスワード）], [GROUP（グループ名）] 

 

共有フォルダ 

RAID 内のフォルダの共有設定と削除を行います。削除されたフォルダ内のファイルはすべて消去されま

すのでご注意ください。 

 

ユーザークォータ 

ユーザーごとに、RAID内で使用できる容量を指定して制限するための設定です。 

 

ユーザー/グループのバックアップ/復元 

ユーザーおよびグループの設定内容を外部ファイルとして、ダウンロード（保存）/アップロード（読み込み）

を行う機能です。 

 

 

 

Samba/CIFS 

主にWindows向けとして使われている、ファイル共有プロトコル「Samba/CIFS」の設定を行います。 

 

AFPサポート 

Mac OS向けのファイル共有プロトコル「AFP（Apple Filing Protocol）」についての設定を行います。 

Mac OS Xで本製品をTime Machineのバックアップ先として指定するための設定も、ここから行います。 

 

NFS 

UNIX系OS向けのファイル共有プロトコル「NFS（Network File System）」の有効/無効を切り替えます。 

 

FTP 

ネットワーク経由でファイル転送を行う「FTP（File Transfer Protocol）」の設定を行います。 
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Webサービス 

HTTP(http://[本製品の IPアドレス]でアクセスする場合)と Secure HTTP(https://[本製品の IPアドレス]

でアクセスする場合)のそれぞれについて、ウェブ管理インタフェース（Web UI）の有効/無効の切り替えと

ポート番号などの設定を行います。 

HTTP、Secure HTTP双方を無効にすると、ウェブ管理インタフェースが使用できなくなりますのでご注意

ください。 

 

UPnPサービス 

Universal Plug and Play（UPnP）メディアサーバーの有効/無効を切り替えます。 

 

Bonjour 

Mac OS X上で本製品を共有NASとして認識させる、Bonjour（ボンジュール）対応の有効/無効を切り替

えます。 

 

SSH 

UNIX端末などから本製品へリモートログインして UNIX コマンドでの操作を可能にする、「SSH（Secure 

Shell）」サービスの設定を行います。 

 

DDNS 

Thecus以外のダイナミックDNSサービスを利用するための設定です。 

 

UPnP ポート管理 

Universal Plug and Play（UPnP）対応ルーターと接続するための設定です。 

 

WebDAV 

スマートフォン・タブレット（iOS/Android）用アプリ「T-OnTheGo」や、パソコンの Web ブラウザなどから、

NAS内のファイル操作を可能にする「WebDAVサポート」の設定を行います。 

 

自動サムネイル 

NAS内に保管された画像データのサムネイルを自動的に作成する機能の有効/無効を切り替えます。 

 

Thecus ID 

Thecus ダイナミックDNSサービスへのアクセス設定を行います。 
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iTunesサーバー 

本製品を iTunesサーバーとして使用するための設定です。 

 

サードパーティアプリのインストール 

NAS上で動作する各種アプリケーション（モジュール）のインストールと設定を行います。 

 

公式NASアプリ 

ThecusOSで公式にサポートされるソフトウェア「NASアプリ」の設定を行います。 

本製品に搭載されている、メディアファイル向けなどの高度な共有機能は、NASアプリによって提供されま

す。 

 

Transmission-kit 

本製品上でBitTorentクライアントとして動作するNASアプリ「Transmission」の設定画面を開きます。 

 

 

 

Rsyncターゲットサーバー 

本製品を複数台接続し、ネットワーク経由でバックアップを行う際に、バックアップデータの受け取り側とな

る「Rsyncターゲットサーバー」の設定です。 

データの送信側となるための設定は、後述の「Data Guard」で行います。 

 

ACL バックアップ/復元 

RAID を指定して、共有フォルダに対するユーザーごとのアクセス権を記録した ACL（Access Control 

List：アクセス制御リスト）のバックアップまたは復元を行います。 
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Data Burn 

USB光学ドライブを接続し、書き込み可能な光学ディスクにNAS内のデータをバックアップします。 

さらに、NAS内に保存されたイメージファイルをディスクに書き込むこともできます。 

 

Data Guard 

定期的または一時的に、ネットワーク上の他のNASや本製品に取り付けられたUSB外付けストレージ、 

またはAmazon S3（クラウドストレージ）へNAS内のデータのバックアップを行うための設定です。 

 

Amazon S3 

「Data Guard」内のAmazon S3バックアップ設定を直接起動するショートカットです。 

 

 

プリンター 

本製品にUSBで接続されたプリンターの情報を表示します。 

 

UPSの設定 

USBまたはネットワーク経由で接続されたUPS（無停電電源装置）の設定です。 
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4-2 RAID設定 

本製品では、搭載された２台のハードディスクを使って、RAID0（ストライピング）、RAID1（ミラーリング）、

JBOD（スパニング）の３種類のRAIDレベルから１つを選択して構成することができます。 

それぞれのRAIDレベルの特徴については、以下を参照してください。 

 

RAID0（ストライピング） 

RAID0（ストライピング）は、複数のハードディスクを論理的なひとつのドライブ（ボリューム）として扱いま

す。データはボリューム内のすべてのハードディスクに分散して記録されます。 

アクセス速度は向上しますが、RAIDを構成するドライブの一つにエラーが発生した場合、すべてのデータ

が失われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      HDD1           HDD2 

RAID1（ミラーリング） 

RAID1（ミラーリング）は、２つのハードディスクに同じデータを記録します。 

一方のハードディスクにエラーが発生しても、ミラーリングされたもう一方を使用して、データを保持するこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      HDD1           HDD2 

 RAID0 

Ｇ 

Ｅ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｈ 

Ｆ 

Ｄ 

Ｂ 

 RAID1 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 
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JBOD（スパニング） 

JBOD（スパニング）は１つ以上のハードディスクを１つの理論的なドライブとしてまとめる方法です。 

ストライピングとは異なり、データは分散されず先頭のドライブから順に記録されます。 

JBODを構成するドライブの一つにエラーが発生した場合、すべてのデータが失われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      HDD1           HDD2 

 

RAID構成の変更 

本製品の出荷時に、２つの内蔵ハードディスクは１つの RAID0（ストライピング）ボリュームとして構成され

ています。 

この設定を変更する場合は、以下の手順でRAIDの削除と新規作成を行います。 

 

★新規作成を行う前に、既存のRAIDボリュームを削除する必要があります。 

★RAID設定を変更すると、RAID内のデータはすべて消去されますのでご注意ください。 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネルから、「RAID情報」をクリックして開きます。 

    

 

 

 

 

 

 JBOD 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

Ｈ 

Ｇ 

Ｆ 

Ｅ 
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２． ウィンドウを開いてしばらく待つと、現在のRAID情報が表示されます。 

   ウィンドウの最上段にある「編集」ボタンをクリックします。 

    

 

３． 現在のRAID構成が表示されます。 

   ウィンドウの最下段にある「RAID削除」ボタンをクリックします。 
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４． 削除の確認ウィンドウが表示されるので、続行する場合は「Yes」をクリックします。 

    

 

５． RAID削除についての最終確認が表示されます。 

   続行する場合は「Yes」と入力してから「OK」ボタンをクリックします。 

    

 

６． 削除が完了すると、「RAID削除が成功しました」というメッセージが表示されます。 

   「OK」ボタンをクリックして終了します。 

    

 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネルから、「RAID情報」をクリックして開きます。 
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２． RAIDボリュームが存在していない状態であることを確認してから、ウィンドウの最上段にある「新規 

   作成」ボタンをクリックします。 

    

 

３． 「RAIDボリューム作成」のウィンドウが開きます。 

   ウィンドウ右側に、本製品に搭載されたハードディスクのリストが表示されます。 

   リスト内から、RAIDに使用するハードディスク名の右側にある「利用…（利用可能）」下のチェックボッ 

   クスをチェック（クリック）します。 

   JBOD（スパニング）を選択する場合は１つ以上、RAID0（ストライピング）またはRAID1（ミラーリン 

   グ）を選択する場合は２つのハードディスクがそれぞれ必要です。 
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４． 使用するすべてのハードディスクをチェックした後、ウィンドウ右下の「次へ」をクリックします。 

    

 

５． RAIDレベルを選択します。 

   いずれかのRAIDレベルの左側にチェックを入れて、「次へ」をクリックします。 

    

 

   ★ハードディスクを１つだけ使用する場合、選択できるRAIDレベルは JBODのみとなります。 

    また、２つ以上の JBODボリュームは作成できません。 
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６． 作成するRAIDボリュームについての設定を行います。 

   RAIDボリュームの名前を変更する場合は、「RAID ID」欄に半角英数で新しい名前を入力します。 

   データの暗号化を行う場合は、「暗号化」のチェックボックスをクリックし、パスワードを入力します。 

   「クイックRAID」オプションは、ハードディスク内にデータが含まれない場合に選択可能です。 

   「クイックRAID」オプションを指定しない場合、RAID初期化の所要時間として約13時間（4TB 

   モデルの場合）が必要となります。RAID初期化中は本製品を使用できません。 

    

 

  ★本製品で作成できるRAIDボリュームは１つのみのため、自動的にマスターRAIDに設定されます。 

 

７． ストライプサイズとファイルシステムの選択が表示されます。 

   通常はこのまま「次へ」をクリックします。 
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８． 作成されるRAIDボリュームについての設定内容が表示されます。 

   内容を確認し、「送信」をクリックします。 

    

 

９． 確認のメッセージが表示されるので、続行する場合は「Yes」をクリックします。 
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１０． 最終確認が表示されます。「終了」をクリックして、RAIDボリュームの作成を開始します。 

     

 

１１． RAID情報のウィンドウに戻ると、RAIDボリューム情報の「状態」欄に初期化の進行状況が表示さ 

    れます。 
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１２． 初期化が完了すると、RAIDボリューム情報の「状態」欄に「正常」と表示されます。 

    この状態で本製品の使用が可能となります。 

     

 

 

4-3 ローカルグループ、ユーザーの設定 

ローカルユーザー設定の変更 

ウェブ管理インタフェースのコントロールパネルから、「ユーザー」をクリックして開きます。 
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「ユーザー」ウィンドウが開きます。 

新しいローカルユーザーを作成する場合は「追加」を、既存のユーザーの変更または削除を行う場合は、 

リスト内のユーザー名をクリックして選択してから「編集」または「削除」をそれぞれクリックします。 

 
 

「追加」ボタンでユーザーを作成する場合は、ユーザー名とユーザーID およびパスワードを入力し、属す

るグループをウィンドウ右側のグループリストから「グループメンバー」欄にドラッグ＆ドロップします。 

最後に「適用」をクリックします。 

 

 

「編集」ボタンでは、ユーザーのパスワードと属するグループを変更できます。グループを追加する場合は、

ウィンドウ右側のグループリストから「グループメンバー」欄にドラッグ＆ドロップします。 

 

★「users」グループ（グループ ID：100）には、すべてのユーザーが属します。 
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グループの管理 

ウェブ管理インタフェースのコントロールパネルから、「グループ」をクリックして開きます。 

 

 

「グループ」ウィンドウが開きます。 

新しいローカルグループを作成する場合は「追加」を、既存のグループの変更または削除を行う場合は、 

リスト内のグループ名をクリックして選択してから「編集」または「削除」をそれぞれクリックします。 

 

 

★「users」グループ（グループ ID：100）は削除できません。 
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「追加」ボタンでグループを作成する場合は、グループ名とグループ ID を入力し、グループに属するユー

ザーをウィンドウ右側のユーザーリストから「メンバーリスト」欄にドラッグ＆ドロップします。 

最後に「適用」をクリックします。 

 

 

「編集」ボタンでは、グループに属するユーザーを変更できます。ユーザーを追加する場合は、ウィンドウ

右側のユーザーリストから「メンバーリスト」欄にドラッグ＆ドロップします。 

 

ユーザークォータ 

ユーザークォータは、ユーザーごとに、RAID ボリューム内で使用できる容量を指定して制限するための

機能です。この機能を使用する場合は、「ユーザークォータ」ウィンドウから「有効」を選択した後、画面の指

示にしたがって本製品を再起動します。 
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再起動後に、RAIDボリュームの同期（ユーザークォータの適用）を確認するメッセージが表示されます。 

同期を開始する場合は、「Yes」をクリックします。 

同期処理に必要な時間は、RAID内のファイル数と容量によって変化します。 

RAID内にファイルが保存されていない状態であれば、同期は５分程度で終了します。 

割り当て容量の設定を先に行う場合は、「No」をクリックしてキャンセルします。 

 

 

ユーザーごとに割り当てる容量の設定を変更する場合は、「ユーザークォータ」ウィンドウの「ローカルユー

ザー」タブをクリックして開き、ユーザー名右側の「クォータサイズ」欄にGB単位で入力します。 

クォータサイズを入力した後「適用」ボタンをクリックすると、ユーザークォータの割当容量が設定されます。 
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ユーザークォータの設定は一定時間後に有効となりますが、設定した容量を直ちにRAIDへ反映させる場

合は、「手動アップデート」タブをクリックして開き、RAID 名左側のチェックボックスがマークされていること

を確認してから「適用」ボタンをクリックして同期を開始します。 

クォータの同期処理に必要な時間は、RAID内のファイル数と容量によって変化します。 
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5 パソコンからのファイル参照 
本製品の初期設定が完了した時点で、本製品の RAID内に保存されたファイルをネットワーク経由で参照

できるようになります。 

パソコンからネットワーク経由でファイルを参照する方法として、本製品と同じネットワーク（内部ネットワー

ク：家庭内・社内ネットワーク）からアクセスする場合と、ダイナミックDNSサービスを利用して外部ネットワ

ーク（インターネット）からアクセスする場合の 2通りがあります。 

内部ネットワークからは、WindowsやMac OS Xの共有ファイルとして、本製品内に保存されたファイル

の読み書きが可能です。 

外部ネットワークからアクセスする場合は、Web ブラウザや FTP クライアントなどのアプリケーションを使

って、本製品内のファイルをダウンロードまたはアップロードすることができます。 

各ネットワーク環境から本製品へアクセスする場合は、それぞれ以下の手順にしたがってください。 

 

5-1 内部ネットワークからのファイル参照 

Windowsからファイルを開く 

１． Windowsのコントロールパネルから以下の順に開いて設定を確認し、「ネットワーク探索」および 

   「ファイル共有」（Windows Vista）または「ファイルとプリンターの共有」（Windows 7、Windows 8、 

   Windows 8.1）が無効になっている場合は有効にします。 

 

   

   ネットワークとインターネット⇒ネットワークと共有センター 
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   「ネットワークと共有センター」ウィンドウの「共有と探索」欄を参照して設定を確認します。 

 

 

   

   ネットワークとインターネット⇒ネットワークと共有センター⇒共有の詳細設定の変更⇒ホームまたは 

   社内（現在のプロファイル） 

                      
   「ネットワークと共有センター」左側のウィンドウから、「共有の詳細設定の変更」をクリックして設定を 

   確認します。 
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２． デスクトップ左下のスタートボタンを右クリックして表示されるメニューから選択、またはキーボードか 

   らWindowsキー＋Ｅキーを入力して、「エクスプローラー（エクスプローラ）」を開きます。 

    

      
            Windows Vista                 Windows 7              Windows 8.1 

 

３． エクスプローラーウィンドウ左側のナビゲーションウィンドウから、「ネットワーク」をクリックして開き 

   ます。 

    
 

４． ネットワーク表示の「コンピューター」リストから、本製品のNAS名（製品出荷時は「REBDRIVE 

   NAS」）のアイコンをダブルクリックします。 
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   エクスプローラ上にNAS名のアイコンが表示されない場合は、デスクトップ上でWindowsキー＋ 

   Ｒキーを入力し、「ファイル名を指定して実行」ウインドウを表示します。 

    

 

   検索欄へ、「¥¥」に続けて、本製品の IPアドレスをすべて半角の英数字で入力します。 

   （例として、本製品の IPアドレスが 192.168.1.100の場合は「¥¥192.168.1.100」と入力します。） 

    

 

   入力後に「ファイル名を指定して実行」の「OK」ボタンを押すと、ネットワークから本製品へアクセス 

   可能な状態であれば、エクスプローラウィンドウが開き、RAID内のフォルダ一覧が表示されます。 
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５． コンピューターリストのNAS名アイコンを開くと、エクスプローラウィンドウに本製品のRAID内のフォ 

   ルダ一覧が表示されます。 

   各フォルダ内の共有ファイルは、NAS側のユーザー設定に基づいて、パソコンの内部（ローカル）ファ 

   イルと同様に各アプリケーションから読み書きが可能です。 

    

 

   アクセス可能なユーザーが制限されるファイルやフォルダを開く場合は、ユーザー名とパスワードを 

   入力するウィンドウが表示されます。 

   本製品に設定された、該当ファイル/フォルダへのアクセス権限を持つユーザー名とパスワードをそれ 

   ぞれ入力します。 
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Mac OS Xからファイルを開く 

１． Finder上で新規Finderウィンドウを開きます。 

   Finderウィンドウ左側のサイドバーから、「共有」以下に表示されている本製品のNAS名（製品出荷 

   時は「RebDriveNAS」）をクリックします。 

    

 

２． Finderウィンドウに本製品のRAID内のフォルダ一覧が表示されます。 

   各フォルダ内の共有ファイルは、NAS側のユーザー設定に基づいて、パソコンの内部（ローカル）ファ 

   イルと同様に各アプリケーションから読み書きが可能です。 

   本製品に設定された特定のユーザーとして接続する場合は、ウィンドウ右上の「別名で接続...」をクリッ 

   クして、ユーザー名とパスワードを入力します。 
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３． Finderウィンドウに本製品のNAS名が表示されない場合は、Finderのメニューバーから「移動」を 

   クリックして開き、「サーバーへ接続...」をクリックして選択します。 

    

 

４． 「サーバーへ接続」ウィンドウの「サーバアドレス」欄へ、「afp://」に続けて、本製品の IPアドレスを 

   すべて半角数字で入力します。 

   （例として、本製品の IPアドレスが 192.168.1.100の場合は「afp://192.168.1.100」と入力します。） 
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５． マウントするボリューム（RAID内フォルダ）の選択ウィンドウが表示されます。 

   Shiftキーを押しながらボリュームを選択するか、リスト内でマウスカーソルをドラッグすることで複数 

   のボリュームを選択できます。 

   開きたいボリュームをすべて選択してから「OK」をクリックします。 

    

 

６． ボリュームがマウントされると、該当するフォルダのウィンドウが開きます。 

   各フォルダ内の共有ファイルは、NAS側のユーザー設定に基づいて、パソコンの内部（ローカル）ファ 

   イルと同様に各アプリケーションから読み書きが可能です。 

   マウント済みのボリュームは、Finderサイドバーの「共有」リストから開き直すことができます。 
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5-2 ダイナミック DNS を利用した外部ネットワークからのファイル参照 

Thecus IDを使ってThecusのダイナミックDNS（DDNS）サービスへ本製品を登録し、ルーターおよび本

製品の UPnP（Universal Plug and Play）を設定することで、外部ネットワークから本製品へのアクセス

が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Thecus IDの設定確認 

ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル 「ネットワークサービス」カテゴリから「Thecus ID」をクリッ 

クして開きます。  

本書 19ページ以降の内容にしたがって設定した情報が登録されていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

・ダイナミックDNSの利用には、Universal Plug and Play（UPnP）対応で、外部ネットワーク（WAN）側にグローバル 

 IPアドレスが割り当てられたルーターが必要です。 

・ダイナミックDNSの設定を始める前に、本製品と接続するルーターの取扱説明書もあわせてご覧ください。 

RebDrive NAS 

UPnP対応 

ルーター 

Thecus 

DDNSサーバー 

外部ネットワーク（インターネット） 内部ネットワーク 

（家庭内・社内ネットワーク） 
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★本製品の導入時にThecus IDを作成しなかった場合、または別のThecus IDを作成する場合は 

  以下の手順にて設定が可能です。 

Thecus IDの新規作成 

既に Thecus IDを設定済みで、別の Thecus IDを作成する場合は、「Thecus ID」ウィンドウの

「ログアウト」をクリックしてから作業を開始します。 

 

１． 「Thecus ID」ウィンドウの「登録」ボタンをクリックします。 

    

 

 

２． Thecus ID（メールアドレス）、パスワード、パスワード再入力、登録される方の名前と苗字を 

   それぞれ入力し、「適用」ボタンをクリックします。 

    
 

３． 入力したメールアドレス宛に登録確認のメール（英文）が送信されます。以下のようなメール 

   文中の、「http://」で始まるURLをWebブラウザから開くことで、作成されたThecus IDが 

   有効になります。 
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４． 「Thecus ID」ウィンドウの「DDNS設定」欄に、以下の内容を入力して「適用」ボタンをクリック 

   します。 

    
   Thecus ID： Thecus IDに登録したメールアドレス 

   パスワード： Thecus IDに登録したパスワード 

   DDNS： 本製品をインターネットから参照する場合に使用する名前 

 

  ★「DDNS」欄に入力した名前が既に他のユーザーによって登録されている場合、エラーが表  

   示されますので、他の名前を選択してください。 

 

 

Universal Plug and Play（UPnP）の設定 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル 「ネットワークサービス」カテゴリから「UPnPサービ 

   ス」をクリックして開きます。 

   「UPnP」の設定が「有効」となっていることを確認してください。 

   「無効」に設定されている場合は、「有効」を選択してから「適用」ボタンをクリックします。 

    
 

２． ルーターの設定でUniversal Plug and Play（UPnP）を有効にします。 

   設定手順の詳細については、ルーターの取扱説明書を参照してください。 
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３． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル 「ネットワークサービス」カテゴリから「UPnP ポート 

   管理」をクリックして開きます。 

 

   「UPnP ポート管理」ウィンドウの「Information」欄に、本製品がUPnPデバイスとして認識し 

   たルーターの情報が表示されます。 

   ここにお使いのルーターの情報が正しく表示されていることを確認してください。 

 

   ★ルーターの正しい情報が表示されない場合は、ルーターおよび本製品をいったん再起動してから 

    確認してください。 
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ポート番号の確認 

外部ネットワークから本製品へアクセスする際には、UPnPサービスからサービスごとに割り当てられたポ

ート番号を指定する必要があります。 

ポート番号を確認するために、ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル 「ネットワークサービス」カ

テゴリから「UPnP ポート管理」をクリックして開きます。 

 

    

 

 

「UPnP ポート管理」ウィンドウの「接続ルール」以下に、ルーターから本製品へ各サービスごとに割り当て

られたポート番号の情報が 表示されます。 

各ポート番号の「status」欄の内容が「OK」となっていることを確認します。「OK」が表示されない場合は、

「接続ルール」欄の「更新」または「リセット」をクリックします。 

 

 ★ポート番号の割り当て情報については、可能であればルーター側の設定からも確認してください。 

    

 ★ルーターの設定および操作方法については、ルーターの取扱説明書を参照してください。 

 

 ★ポート番号の変更または削除を行う手順については本書の 67ページを参照してください。 

 

ポート番号 ポート番号に割り当てられたサービスの説明 ポートの状態 
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WebDAVサポートおよび FTPの設定 

外部ネットワークから本製品内のファイルを参照する場合、Web ブラウザやスマートフォン・タブレット用ア

プリなどから本製品へ接続するためのサービス「WebDAV」および「FTP」の設定を行います。 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル 「ネットワークサービス」カテゴリから、「WebDAV」を 

   クリックして開きます。  

    

 

２． 「WebDAVサポート」以下の各項目を確認し、必要に応じて有効または無効に設定します。 

   WebDAV： T-OnTheGoおよびWebブラウザからのHTTP接続（非暗号化通信）で使用します。 

   WebDAV SSL： T-OnTheGoおよびWebブラウザからのHTTPS接続（暗号化通信）で使用します。 

   ブラウザビュー： WebブラウザからNAS内のファイルを参照する場合、有効に設定します。 

    

 

    設定を変更した場合は「適用」ボタンをクリックして変更を反映します。 

 

 ★スマートフォン・タブレット向けThecusOS搭載NAS接続用アプリ「T-OnTheGo」については、本書 

   70ページ以降を参照してください。 
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３． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル 「ネットワークサービス」カテゴリから、「FTP」を 

   クリックして開きます。  

    

 

４． 「FTP」以下から次の各項目を確認し、必要に応じて有効または無効に設定します。 

   FTP： FTPの有効／無効を切り替えます。 

   セキュアFTP： SSL対応FTPクライアントからのFTPS接続（暗号化通信）を使用する場合、有効に 

             設定します。無効に設定した場合は、非暗号化通信となります。 

                  一般的にFTPSサーバーにはExplicitモードと Implicitモードの２つのモードが 

             存在しますが、本製品ではExplicitモードでのみ動作します。 

    
 

    設定を変更した場合は「適用」ボタンをクリックして変更を反映します。 

 

 ★WebブラウザからのセキュアFTP接続には対応していません。WebブラウザからFTP接続を行う場 

  合は、セキュアFTPを無効に設定する必要があります。 
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外部ネットワークからアクセスする際のURL入力 

ダイナミック DNS を使って外部ネットワークなどから本製品にアクセスする場合、Web ブラウザや各種ア

プリケーションから以下のような表記でURLを入力します。 

 

 【プロトコル名】://【DDNS名】.thecuslink.com:【UPnPで割り当てられたポート番号】 

 

アプリケーションからのファイル参照 

Web ブラウザから本製品に収録されたファイルを参照する方法として、http（WebDAV）および https

（WebDAV SSL）とFTPの 3種類のプロトコルが使用できます。 

これらの手段でWebブラウザから本製品へアクセスする手順は、それぞれ以下を参照してください。 

 

WebDAV（ブラウザ画面でのファイル操作） 

 Webブラウザから「http://」に続けて、ダイナミックDNSで設定された名前、ポート番号の順に入力して 

 アクセスします。 

 ポート番号は標準で、WebDAV：9800、WebDAV SSL：9802 にそれぞれ割り当てられています。 

 

 URLの入力例：（DDNS名：rebdrivenas、ポート番号：9800の場合）： 

 http://rebdrivenas.thecuslink.com:9800 

  

 ダイナミックDNS経由でWebブラウザからWebDAVを開いた画面 

 

 RAID内フォルダの一覧が表示されます。フォルダ名をクリックすると、そのフォルダへ移動し、ファイル 

 名をクリックすることでそのファイルを表示またはダウンロードできます。 
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FTP（Webブラウザからの ftpアクセス） 

 Webブラウザから「ftp://」に続けて、ダイナミックDNSで設定された名前、ポート番号の順に入力して 

 アクセスします。 

 ポート番号は標準で 2100に割り当てられています。 

 接続時にユーザー名をパスワードの入力画面が表示されるので、本製品に設定されたユーザー名と 

 パスワードを入力します。 

 

 URLの入力例：（DDNS名：rebdrivenas、ポート番号：2100の場合）： 

 ftp://rebdrivenas.thecuslink.com：2100 

  

  
 ダイナミックDNS経由でWebブラウザからFTPを開いた画面 

 

 RAID内フォルダの一覧が表示されます。フォルダ名をクリックすると、そのフォルダへ移動し、ファイル 

 名をクリックすることでそのファイルを表示またはダウンロードできます。 

 

 ★WebブラウザからのセキュアFTP接続には対応していません。WebブラウザからFTP接続を行う場 

  合は、本製品のセキュアFTPを無効に設定する必要があります。 
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 ★Webブラウザの設定でパッシブFTP（PASVモードでのFTP接続）が有効になっていると、本製品へ 

   FTPで接続できない場合があります。 

   Windows標準のWebブラウザである Internet Explorerでは、初期設定でパッシブFTPが有効に 

   なっているので、以下の手順で無効に変更してください。 

 

   １． メニューバーから「ツール」⇒「インターネット オプション」の順に選択して、インターネット オプ 

      ションを開きます。 

   ２． 「詳細設定」タブをクリックします。 

   ３． 「設定」欄から、「パッシブFTP（ファイアーウォールおよびDSLモデム互換用）を使用する」文頭 

      のチェックボックスをクリックしてチェックを外します。 

   ４． 「OK」をクリックして設定を反映します。 
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 FTPクライアントソフトから本製品へ接続する場合は、接続設定として以下の内容を入力します。 

 

 サーバー名（ホスト名）： 【DDNS名】.thecuslink.com 

 ポート番号： UPnPで割り当てられたポート番号（標準値は 2100） 

 ファイル転送プロトコル： FTP 

 暗号化：  

 本製品のセキュアFTPが無効の場合： 暗号化なし 

 本製品のセキュアFTPが有効の場合： TLS Explicit encryption（明確な暗号） 

 ユーザー名およびパスワード： 本製品に設定された任意のユーザー名およびパスワード 

 Anonymous（匿名）ログイン： 無効 

 

  
 FTPクライアント設定画面の例（WinSCP） 

 

  

 FTPクライアントの画面例（WinSCP） 
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ポート番号の変更および削除 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル 「ネットワークサービス」カテゴリから「UPnP Port  

   ポート管理」をクリックして開きます。 

   

２． 画面下段の「接続ルール」欄から変更する該当のポート番号をクリックして選択したあと「ルール修正」 

   をクリックします。 
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３． 「Start port」および「ポート終了」欄へ変更したい数値を入力し、「Apply」をクリックします。 

   入力した数値がポート番号として割り当てられます。 
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１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル 「ネットワークサービス」カテゴリから「UPnP Port  

   ポート管理」をクリックして開きます。 

   

２． 画面下段の「接続ルール」欄から変更する該当のポート番号をクリックして選択したあと「ルール削除」 

   をクリックします。 

    

 

３． 確認のメッセージが表示されるので、削除を確定する場合は「Yes」をクリックします。 

    
 

   ★いったん削除したポート番号を元の状態に戻す場合は、本製品の初期化が必要です。 
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6 NASアプリの活用 

6-1 スマートフォン・タブレット（iOS/Android）用アプリの導入 

専用アプリ「T-OnTheGo」を使って、iOSまたは Android を搭載したスマートフォンやタブレットから、本製

品へアクセスすることができます。 

 

★導入の前に、本書 61ページの内容に従って本製品の「WebDAVサポート」が有効になっていることを 

  確認してください。 

 

iPhone/iPad（iOSデバイス）へのアプリ導入 

１． App Storeで「T-OnTheGo」を検索し、ダウンロードします。 

    

 

４． iPhoneまたは iPadからT-OnTheGoを起動します。 
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５． 下図の「設定」アイコンをタップしてメニューを開き、言語を選択します。 

        

     

 

６． 下図を参考に、「追加」アイコンをタップして本製品を「マイデバイス」のリストに登録します。 

   サービス選択のリストから「Thecus WebDAV」を選択し、以下の内容を入力します。 

 

   機器名：任意の名前 

   URL： http://＜本製品の IPアドレス＞：＜WebDAVポート番号＞ または、 

        https://＜本製品の IPアドレス＞：＜WebDAV SSLポート番号＞ 

   ユーザー名、パスワード：本製品に設定済みのもの 

 

   ★「WebDAVポート番号」および「WebDAV SSLポート番号」は、コントロールパネル 「WebDAV 

    サポート」（本書 61ページ）で設定したものと同一の番号を入力します。 

   ★ダイナミックDNSサービスを使用して外部ネットワークから接続する場合は、URL欄にダイナミッ 

     クDNSサービスで割り当てられた名前（DDNS名）とポート番号を指定し別途登録してください。 

 

   上記の項目すべてを入力した後、画面右上の「接続」をタップします。 

 

        

 

「設定」アイコン 

「追加」アイコン 
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４． 追加したNASのアイコンをタップすると、フォルダが開きます。 

   各ファイルのアイコンを開くとデフォルト動作（）、長押しするとメニュー（オプション操作）が開きます。 

   写真や音楽、動画などのメディアファイルはタップすることで表示や再生が可能です。 

        

   ★メディアファイルの圧縮形式/コーデックやファイルサイズなどによって、表示/再生ができない 

     場合があります。 

 

   画面右上の「編集」をタップすると、オプション操作のためのメニューが開きます。 

   このメニューから、ファイルの移動・削除やリネーム（名前変更）、スマートフォン・タブレットへのダウン 

   ロードなどを行うことができます。 

    

５． 任意のNASフォルダを開いた状態で、画面下中央のカメラアイコンをタップすると、iPhone/iPad内の 

   写真・画像ファイルをそのフォルダへアップロード（保存）することができます。 

   カメラアイコンをタップして開くメニューから「フォトライブラリー」を選択し、表示されたリストからアップ 

   ロードしたい写真・画像をタップして選択します。選択した写真・画像にはチェックマークが付きます。 

   アップロードするファイルをすべて選択してから、右下の「アップロード」をタップすると写真・画像ファイ 

   ルがアップロードされます。 

   ★iOSでは写真・画像ファイルのみアップロード可能です。 

            

 

    

カメラアイコン 
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Androidデバイスへのアプリ導入 

１． Playストアで「T-OnTheGo」を検索し、ダウンロードします。 

    

 

４． スマートフォン・タブレットからT-OnTheGoを起動します。 

    

 

５． 下図の「言語」アイコンをタップしてメニューを開き、言語を選択します。 

      

 

 

 

 

 

 

「言語」アイコン 
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６． 下図を参考に、「追加」アイコンをタップして本製品を「マイデバイス」のリストに登録します。 

   サービス選択のリストから「Thecus WebDAV Menu Setting」を選択し、以下の内容を入力します。 

 

   機器名：任意の名前 

   URL： http://＜本製品の IPアドレス＞：＜WebDAVポート番号＞ または、 

        https://＜本製品の IPアドレス＞：＜WebDAV SSLポート番号＞ 

   ユーザー名、パスワード：本製品に設定済みのもの 

 

   ★「WebDAVポート番号」および「WebDAV SSLポート番号」は、コントロールパネル 「WebDAV 

    サポート」（本書 61ページ）で設定したものと同一の番号を入力します。 

   ★ダイナミックDNSサービスを使用して外部ネットワークから接続する場合は、URL欄にダイナミッ 

     クDNSサービスで割り当てられた名前（DDNS名）を指定し別途登録してください。 

 

   「Test Connection」をタップして接続テストをした後、問題がなければ「OK」をタップして決定します。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「追加」アイコン 
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４． 追加したNASのアイコンをタップすると、フォルダが開きます。 

   ファイルは形式（拡張子）ごとにアイコン（写真・画像ファイルの場合は縮小画像）とファイル名で表示 

   されます。 

   写真・画像や動画、音楽などのメディアファイルをタップすると、T-OnTheGoの機能またはシステム 

   アプリを使って、そのファイルを表示・再生します。 

   その他のファイルについては、その形式に対応したアプリがスマートフォン・タブレットにインストール 

   されてれば、タップすることでファイルを開いて表示や編集が可能です。 

 

        

  ★メディアファイルの圧縮形式/コーデックやファイルサイズなどによって、表示/再生ができない場が 

    あります。 

 

   ファイルをロングタップ（長押し）すると、オプション操作のためのメニューが開きます。 

   このメニューから、ファイルの移動・削除やリネーム（名前変更）、スマートフォン・タブレットへのダウン 

   ロードなどを行うことができます。 
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５． それぞれ以下の手順で、スマートフォン・タブレット内の写真や各種ファイルをNASフォルダへアップ 

   ロード（保存）することができます。 

   

   NASに接続した状態で、画面下中央のアップロードアイコンをタップします。 

   開いたメニューから、「アルバム」をタップして選択します。 

   スマートフォン・タブレット内に保存された写真・画像ファイルのリストが表示されるので、アップロード 

   したい写真・画像をタップして選択します。選択した写真・画像にはチェックマークが付きます。 

   右下のアイコンをタップすることで、すべてのファイルの選択・解除を切り替えることができます。 

   アップロードしたいファイルをすべて選択したら、左下のアップロードアイコンをタップします。 

   アップロード先の選択画面で、ファイルをアップロードするNASフォルダへ移動してから、右下の 

   チェックアイコンをタップすると写真・画像ファイルがアップロードされます。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アップロードアイコン 
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   ファイルをアップロードしたいNASフォルダを開いた状態で、画面下中央のアップロードアイコンをタッ 

   プします。 

   開いたメニューから、「ローカル」をタップして選択します。 

   スマートフォン・タブレット内のフォルダリストが表示されるので、アップロードしたいファイルのあるフォ 

   ルダを開いてから、右下のファイル選択アイコンをタップします。 

   アップロードしたいファイルの左側に表示されるマークをタップして、アップロードするファイルをチェッ 

   クします。中央のアイコンをタップすることで、すべてのファイルの選択・解除を切り替えることができま 

   す。 

   アップロードするファイルをすべて選択してから、左下のチェックアイコンをタップするとファイルがアッ 

   プロードされます。 

          

 

 

        

 

 

 

 

 

アップロードアイコン ファイル選択アイコン 

チェックアイコン 
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6-2 DLNA対応メディアサーバー Twonkymedia の導入 

メディアサーバー用 NASアプリ「Twonkymedia」を導入することで、本製品のRAID内に保存されている

各種メディアファイルを、ネットワーク上のパソコンやスマートフォン・タブレットなどのDLNA 

（Digital Living Network Alliance）対応アプリケーションから直接開いて表示・再生することができます。 

 

「Twonkymedia」の導入 

本製品がインターネットに接続されている状態で、「Twonkymedia」のインストール作業を行います。 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「アプリケーションサーバー」カテゴリから、「公式  

   NASアプリ」をクリックして開きます。 

    

 

２． 「公式NASアプリ」ウィンドウ内、「Twonkymedia」右側の「処理」欄に表示されているアイコンを 

   クリックしてインストールを開始します。 

    

 

 

 

 

インストールアイコン 
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３． インストールが完了すると、「Action」欄のアイコンが下図のように変化します。 

   「公式NASアプリ」ウィンドウ右上の×マークをクリックして、ウィンドウを閉じます。 

   以上で「Twonkymedia」の導入は終了です。 

    
 

 

メディアファイルの準備 

「Twonkymedia」で利用する各種ファイルを、本製品 RAID 内のトップにある「_NAS_Media」フォルダに

保存します。 

 

 ★利用するフォルダは「Twonkymedia」の「共有フォルダ」設定で追加・変更できます。 

 

Twonkymediaの設定 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「アプリケーションサーバー」カテゴリから、 「Twonky 

   media」をクリックして開きます。 

    

   ★NASアプリ 「Twonkymedia」がインストールされていない場合、「アプリケーション 

     サーバー」カテゴリに「Twonkymedia」は表示されません。 
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２． 「Twonkymedia」管理ページが表示されます。 

   画面左の「Settings」メニュー以下から「Setup」をクリックします。 

    

 

   「Language」欄の選択部分をクリックして開き、「日本語」を選択します。 

   画面下の「Save Changes」をクリックすると、メニューが日本語で表示されます。 
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３． 「サーバ名」欄では、DLNA対応アプリケーション上で表示される本製品のサーバー名を変更する 

   ことができます。 

   変更する場合は、新しい名前を入力した後、「変更を保存」をクリックして設定します。 

    

 

   設定の変更を反映するために、「Twonkymedia」サーバーの再起動が必要です。 

   「OK」をクリックして再起動を行います。 
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４． サーバーの再起動後に、再度「Twonkymedia」を開き、画面左の「設定」メニューから「ステータス」を 

   クリックします。 

    

 

   「ステータス」画面の「ライセンスキー」欄に、本製品に付属しているソフトウェアCDの外袋に記載され 

   ている「Twonkymedia License key」を入力します。 

   ライセンスキーは、「-」（ハイフン）で区切られた 4文字ずつを、順に枠内へ入力してください。 

   ライセンスキーをすべて入力してから、入力欄の横にある「入力」をクリックして登録します。 
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   ライセンスキーが正しく登録されると、「ステータス」画面の「ライセンスキー」が表示されなくなります。 

   登録済みのライセンスを確認する場合は、「詳細ステータス」欄右側の「表示」をクリックすると、ステー 

   タス情報の一項目として「登録キー」が表示されます。 

    

 

７． 画面左の「設定」メニューから「共有」をクリックします。 
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   メディアファイルの共有に関する各オプションを選択します。 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダ名入力枠 
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   「共有フォルダ」では、「Twonkymedia」で利用する本製品RAID内のフォルダと利用方法を指定しま 

   す。 

   「共有フォルダ」以下の枠内に、利用するフォルダ名をUNIXの絶対パス表記で入力します。 

   RAIDのトップを「/」（半角文字：スラッシュ）で表し、以降のフォルダ名とサブフォルダを「/」で繋いで 

   表記します。 

 

       

   フォルダ名入力枠に記入したフォルダを共有フォルダとして有効にする場合は、フォルダ名左の 

   チェックボックスをクリックしチェックしてください。 

   フォルダ名の入力枠は、「新しいフォルダの追加」をクリックして増やすことができます。 

 

   フォルダ名入力枠の右に表示されている、「全てのコンテンツタイプ」と表記されたボックスをクリック 

   すると、各フォルダで共有するメディアの種類を選択して制限することができます。 

 

   「アグリゲーションで利用可能」は、このフォルダに含まれるメディアファイルを、同一ネットワーク上で 

   動作している別の「Twonkymedia」サーバーから「アグリゲーション」機能で利用する場合にクリックし 

   てチェックします。 

   「アグリゲーション」は、「Twonkymedia」サーバーと同一ネットワーク上にある他の機器に保存された 

   共有メディアの情報を「Twonkymedia」サーバー上に１つにまとめて表示できる機能です。 

   本製品で「アグリゲーション」機能を有効にする場合は、この設定を無効にします。 

    ★「アグリゲーション」設定の詳細については本書の 86ページを参照してください。 

 

   「メディアレシーバ」欄には、「Twonkymedia」へ接続してメディアファイルを参照しているパソコンなど 

   （クライアント）のリストが表示されます。 

   初期設定では「新しいメディアレシーバを自動的に共有」左のチェックが有効となっており、 

   「Twonkymedia」へ接続したクライアントの情報は自動的に更新されます。 

   「リストをリセット」をクリックすることで、クライアントのリストが更新されます。 

 

 

/ 

（RAIDトップ） 

_NAS_Media NAS_Public USBCopy usbhdd 

music pictures 

UNIX絶対パス表記では、 

/_NAS_Media/pictures 
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   「アグリゲーションサーバ」欄には、同一ネットワーク上で「アグリゲーション」機能が利用可能な 

   他の「Twonkymedia」サーバーの一覧が表示されます。 

 

   すべての項目を選択してから、「変更を保存」をクリックして設定します。 

 

８．画面左の「設定」メニューから「アグリゲーション」をクリックします。 

    

 

   「アグリゲーション」は、「Twonkymedia」サーバーと同一ネットワーク上にある他の機器に保存された 

   共有メディアの情報を、「Twonkymedia」サーバー上に１つにまとめて表示できる機能です。 

   同一ネットワーク上に存在する別の本製品内のメディアファイルをこの機能で利用する場合は、メディ 

   アファイルが保存されている側の本製品についても、「Twonkymedia」のインストールと共有フォルダ 

   の設定が必要となります。 

    ★共有フォルダ設定の詳細については本書の 84ページを参照してください。 

 

   詳細なオプションをそれぞれ設定します。 
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   「アグリゲーション」欄の「アグリゲーション有効」をクリックしてチェックすることで、「アグリケーション」 

   機能が有効となります。 

 

   「アグリケーションモード」欄右側の「表示」をクリックすると、同一ネットワーク上で共有されるメディア 

   ファイルが見つかった場合の動作について、３つのモードから選択できます。 

   「無視する」を選択した場合、何も行いません。 

   「アグリゲート」を選択した場合、見つかったメディアファイルを本製品の「Twonkymedia」から共有さ 

   れるファイルとして表示します。実際のファイルは、共有元に保存されたままの状態となります。 

   「自動コピー」を選択した場合、共有元から本製品へメディアファイルをコピーして共有します。 

    ★「自動コピー」を選択した場合、他の機器からコピーされたファイルはすべて、本製品内のRAID 

     トップにある「_NAS_Media」フォルダへコピーされます。 

 

   「利用可能なサーバ」欄右側の「表示」をクリックすると、同一ネットワーク上で共有されているメディア 

   ファイルのサーバーのリストが表示されます。 

   サーバ名以下の選択項目によって、共有するメディアファイルの種類とアグリケーションモードを個別 

   に選択することができます。 

 

   すべての項目を選択してから、「変更を保存」をクリックして設定します。 

 

９．画面左の「設定」メニューから「アドバンスト」をクリックします。 
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詳細なオプションを必要に応じてそれぞれ設定します。 
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   「セキュアサーバ設定」では、「Twonkymedia」サーバーへ接続するためのユーザー名とパスワード 

   を任意に設定し、接続するユーザーを制限することができます。 

   ユーザー名およびパスワードは、本製品のコントロールパネルで設定されているものと同じである 

   必要はありません。 

   ユーザー名とパスワードを設定しない場合、同一ネットワーク上のすべてのユーザーが接続可能な 

   状態となります。 

 

   「myTwonky.com」 アカウントには、ライセンスキーと関連付けられたアカウントの情報が表示されま 

   す。「ステータス」画面でライセンスキーを入力済みであれば、特に変更の必要はありません。 

 

   「コンピレーションフォルダ」欄には、複数の音楽アルバムを一つにまとめるためのフォルダ名を指定し 

   ます。コンピレーションフォルダ内に保存された音楽ファイルに含まれるタグ情報のうち、アーティスト 

   名が「various（様々なアーティスト）」に統一されます。 

 

   「再スキャンの間隔」では、メディアファイルが保存されたフォルダ（コンテンツディレクトリ）の情報を 

   更新するための、スキャン（検査）間隔を、分単位で指定することができます。 

   数値として「0（ゼロ）」を指定した場合は、再スキャンが無効となります。0 

   また「-1」を指定した場合、サーバーは自動的にメディアファイルを監視し、変更があった場合に 

   再スキャンを行います。 

 

   「NIC変更時の再起動」は、チェックボックスがチェックされた状態で有効となります。 

   チェックボックスをクリックすることで、チェック状態が変更できます。 

   この設定が有効の場合、本製品のネットワーク設定が変更されると「Twonkymedia」サーバーが 

   自動的に再起動します。 

 

   「ログ記録中」では、「Twonkymedia」サーバーのログファイルに関する設定を行います。 

   「ログ有効」左のチェックボックスをクリックしてチェックすることで、「Twonkymedia」サーバーのイベ 

   ントログが保存されます。 

   「ログファイルの表示」をクリックすると、イベントログが表示されます。 

   「ログファイルのクリア」をクリックすると、すべてのイベントログを消去します。 

 

   「サーバ管理」で、「Twonkymedia」サーバーの各操作を実行します。 

   「サーバを再起動」をクリックすると、「Twonkymedia」サーバーを再起動します。 

   「コンテンツフォルダの再スキャン」をクリックすると、メディアファイルが保存されたフォルダへの再ス 

   キャンを実行し、情報が更新されます。 「再スキャンの間隔」の設定で自動再スキャンが無効となって 

   いる場合、メディアファイルの変更をサーバーへ反映するために再スキャンを行う必要があります。 

   「デフォルトへリセット」をクリックすると、「Twonkymedia」の設定をすべて初期値に戻します。 

   「キャッシュのクリア」をクリックすると、「Twonkymedia」のキャッシュファイルをすべて消去します。 

    

   すべての項目を選択してから、「変更を保存」をクリックして設定します。 
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DLNA対応アプリケーションから Twonkymediaの共有ファイルを利用する 

「Twonkymedia」の設定が完了した状態で、本製品と同一ネットワーク上で動作しているパソコンやスマー

トフォン、タブレット上で動作するDLNA対応アプリケーションでネットワーク上のファイルを開くと、本書81

ページでサーバー名として指定した名前が表示されます。 

以降は各アプリケーションの操作方法に従って、「Twonkymedia」で共有されるメディアファイルを表示ま

たは再生することが可能です。 

 

アプリケーション画面の例（Windows Media Player） 

 

 ★DLNAサーバー上のファイルを表示・再生する具体的な手順については、各アプリケーションの説明 

   書またはヘルプ等を参照してください。 
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6-3 Dropboxによるクラウドストレージとの連携利用 

本製品では、クラウドストレージサービス「Dropbox」と連携し、クラウド上のファイルと本製品RAID内の 

ファイルを同期することができます。 

「Dropbox」はインターネットを介したストレージサービスのため、本機能を利用する場合は、本製品をイン

ターネットへ接続する必要があります。 

 ★Dropboxサービスの詳細については、公式Webサイト（https://www.dropbox.com/ja/）を参照してく 

   ださい。 

 

設定作業では、「Dropbox」との連携のために、本製品に登録された任意のユーザーと、ひとつの

Dropboxアカウントとのリンク（紐付け）を行います。 

必要に応じて、「Dropbox」の設定を行う前に、ウェブ管理インタフェースのコントロールパネルから

「Dropbox」用ユーザーの作成を行ってください。 

 ★新規ユーザー作成の手順については、本書42ページを参照してください。 

 

NASアプリの導入 

本製品がインターネットに接続されている状態で、「Dropbox」連携用 NAS アプリのインストール作業を行

います。 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「アプリケーションサーバー」カテゴリから、「公式  

   NASアプリ」をクリックして開きます。 
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２． 「公式NASアプリ」ウィンドウ内、「Dropbox」右側の「処理」欄に表示されているアイコンをクリック 

   してインストールを開始します。 

    

 

 

 

３． インストールが完了すると、「Action」欄のアイコンが下図のように変化します。 

   「公式NASアプリ」ウィンドウ右上の×マークをクリックして、ウィンドウを閉じます。 

   以上でNASアプリの導入は終了です。 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールアイコン 



RebDrive NAS 使い方ガイド 

 
 

 
 

93 

UIログイン機能の設定 

１． WebブラウザからNASアプリを利用するための、「UIログイン機能」の設定を行います。 

   ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「システム管理」カテゴリから、「UIログイン機能」を 

   クリックして開きます。 

    

 

２． 「UIログイン機能」ウィンドウ内の、「Module」表記左側に表示されている「有効」をクリックしてチェック 

   した後、右下の「適用」をクリックします。 
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３．確認のメッセージが表示されるので、「Yes」をクリックして続行します。 

    

 

４． 「UIログイン機能の設定に成功しました。」というメッセージが表示されるので、「OK」をクリックして作 

   業を完了します。 

    

 

NASアプリの設定 

１． UIログイン機能の設定が完了した後、ウェブ管理インタフェース画面右上のボタンをクリックしてメ 

   ニューを開き、ログアウトを選択します。 
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２． ThecusOSの画面に「モジュール」アイコンが追加表示されます。 

   「モジュール」アイコンをクリックして開きます。 

    

 

３． 「Module List（モジュール リスト）」内に表示される、「Dropbox」アイコンをクリックします。 
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４． ユーザー名およびパスワードの入力画面が表示されます。 

   本製品に登録された任意のユーザー名およびパスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックしま 

   す。 

   ここでログインに使用する本製品のユーザーと、後ほど入力するDropboxアカウントがリンクされま 

   す。 

    
 

    ★Webブラウザの設定でポップアップ ブロックが有効となっていると、ログイン後の画面が表示さ 

      れない場合があります。 

      ポップアップ ブロックの警告が表示された場合は、この画面のポップアップを許可するように 

      Webブラウザの設定を変更してください。 

 

５． ログインすると、Webブラウザの新しいタブまたはウィンドウに「Dropbox」サービスの設定画面が 

   表示されます。 
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６． 「Dropbox service（Dropbox サービス）」欄から「Enable（有効）」をクリックして選択し、「Apply」を 

   クリックします。 

    
 

７． Dropboxサービスの設定変更を確認するメッセージが表示されます。 

   「Yes」をクリックして続行します。 

    

 

８． Dropboxサービスが有効となったことを伝えるメッセージが表示されます。 

   「OK」をクリックして続行します。 
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９． 設定画面を開いているWebブラウザのタブまたはウィンドウから、Dropbox公式Webサイト 

   （https://www.dropbox.com）へ移動して、Dropboxのログイン画面が表示されます。  

     

    

 

１０． 本製品に登録されたユーザーとリンクするDropboxアカウントでログインします。 

    また、この画面から新規アカウントを作成してリンクすることも可能です。 

     
     ★Dropboxアカウントの詳細については、公式Webサイト（https://www.dropbox.com/ja/）を参照 

       してください。 
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１１． 本製品とDropboxアカウントのリンクが完了したことを伝えるメッセージが表示されます。 

    「Dropboxを続行する」をクリックします。 

     

 

１２． ログインしたアカウントのDropboxページが表示されます。 
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Dropboxのファイル操作 

Dropboxのデータは、本製品内のRAID直下に「Dropbox」という名のフォルダが作成され、その中に 

ユーザー毎のフォルダが作成されて保存されます。 

このデータは、他の NAS 内のファイルと同様に本製品と同一のネットワークにあるパソコンから読み書き

が可能です。 

 
 

 
 

以降、Dropbox のクラウド側でファイルやフォルダーの追加または削除が実施されると、本製品内

Dropboxフォルダ以下のファイルやフォルダーも追加あるいは削除されます。 

また同様に、本製品内Dropboxフォルダ以下のファイルやフォルダーに対する変更も、Dropboxのクラウ

ド側に反映されます。 
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7 特徴的な機能 

7-1 HDMI出力によるメディアファイルの表示・再生 

本項目では、メディア再生用NASアプリ「XMBC」の簡易設定、簡易操作について説明します。 

XMBCの詳しい設定及び操作につきましては、XMBCのマニュアル等をご覧ください。 

 

XMBCの導入 

 初期設定では、「XMBC」はインストールされていないので、導入作業が必要となります。 

 

 ★導入時に「XMBC」のダウンロードを行うため、本製品をインターネットへ接続する必要があります。 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「アプリケーションサーバー」カテゴリから、「公式  

   NASアプリ」をクリックして開きます。 

    

 

２． 「公式NASアプリ」ウィンドウが開きます。 

   「XMBC」右側の「処理」欄にに表示されているアイコンをクリックしてインストールを開始します。 
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３． インストールが完了すると、「Action」欄のアイコンが下図のように変化します。 

   「公式NASアプリ」ウィンドウ右上の×マークをクリックして、ウィンドウを閉じます。 

   以上で「XBMC」の導入は終了です。 

    
 

   ★インターネットの接続状況によっては、数十分程度の時間がかかる場合があります。 

 

３． HDMIポートへHDMIケーブル（別売り）を接続し、HDMIケーブルのもう一方の端子をモニター 

   またはテレビへ接続します。 

   USBキーボードとUSBマウスを、本製品背面のUSBポートに接続します。 

 
 

 

４． ウェブ管理インタフェース画面のパワーマネジメント（電源管理）ボタンをクリックして「再起動」を選択し 

   本製品を再起動します。 

             

 

 

USBポート 

HDMIポート 

パワーマネジメント 

（電源管理）ボタン 
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XBMC画面の操作 

再起動が完了すると、本製品のHDMIに接続されたモニターまたはテレビの画面に、XBMCの画面が 

表示されます。 

ここからは、本製品にUSB接続されたキーボードとマウスを使って、XBMCの操作を行います。 

 

メディアファイルの準備 

本書では、XMBC で利用する各種ファイルを、RebDrive NAS の「/_NAS_Media」フォルダに保存しま

す。 

別のフォルダを指定する場合は、XBMCの設定にて変更してください。 

 

XBMCの初期設定 

ここからの設定手順は、ウェブ管理インタフェースではなく、本製品に接続した HDMIモニターに表示され

る画面を見ながら、USBキーボードとUSBマウスで設定します。 

 

１． 「XMBC」画面にて、メニュー System ⇒ Settings を選択してクリックします。 
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２． 画面左側に表示されるリストから、「Appearance」 を選択してクリックします。 

    

 

３．画面左側に表示されるリストから、「International」を選択してクリックします。 
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４． 「Language English」と表示されている横の上下の矢印アイコンをクリックして、Japaneseを選択し 

   ます。 

    

 

   選択してしばらく待つと、画面の言語が日本語表示となります。 
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   その他のオプションは以下のように設定してください。 

    言語 ： Japanese 

    地域 ： Japan 

    文字セット ： デフォルト 

    タイムゾーン（国）: Japan 

    タイムゾーン ： Asia/Tokyo 

 

   画面表示が日本語になったことと、画面右上に現在の時刻が表示されていることを確認します。 

   画面右下にある「左矢印アイコン」をクリックして、設定画面に戻ります。 

 

ピクチャー設定 

１． トップメニューから 「ピクチャー」を選択してクリックします。 
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２． 「ソースを追加」を選択してクリックします。 

    

 

３． 「ピクチャー ソースの追加」設定を行います。 

   ここで、画像データが保存されている場所を指定します。 

   今回は、本製品RAID内の 「_NAS_Media/picutures」フォルダを指定します。 

   「ピクチャー ソースの追加」画面右側の「参照」を選択してクリックします。 
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   ルートファイルシステム ⇒ _NAS_Media ⇒ pictures まで移動したら、「OK」をクリックします。 
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４． 「ピクチャー ソースの追加」画面で、枠内に設定した画像保存先のパスが表示されていることを確認し 

   ます。 

   今回は、「/media/_NAS_Media/pictures/」となります。 

   あわせて、「ソースの名前を入力してください。」という表記の下枠に表示されている内容が「pictures」 

   となっていることを確認してください。 

    

 

５． 「ピクチャー ソースの追加」画面下部の「OK」をクリックして設定終了です。 
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ピクチャーの使い方 

１． トップメニューから 「ピクチャー」を選択してクリックします。 

    

 

２． 設定した保存先フォルダの名前「ソースの名前」を、選択してクリックします。 

   「pictures」を指定します。 
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３． 画像ファイル名が一覧で表示されます。 

   表示したいファイル名をクリックすると、右側に画像が表示されます。 

    

 

ビデオ設定 

１． トップメニューから 「ビデオ」を選択してクリックします。 
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２． 「ファイル」を選択してクリックします。 

    

 

３． 「ビデオを追加...」を選択してクリックします。 
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４． 「ビデオ ソースの追加」設定を行います。 

   ここで、映像データが保存されている場所を指定します。 

   今回は、本製品RAID内の 「_NAS_Media/videos」フォルダを指定します。 

   「ビデオ ソースの追加」画面右側の「参照」を選択してクリックします。 

    

 

   ルートファイルシステム ⇒ _NAS_Media ⇒ videos まで移動したら、「OK」をクリックします。 
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５． 「ビデオ ソースの追加」画面で枠内に設定した画像保存先のパスが表示されていることを確認しま 

   す。 

   今回は、「/media/_NAS_Media/videos/」となります。 

   あわせて、「ソースの名前を入力してください。」という表記の下枠に表示されている内容が「videos」と 

   なっていることを確認してください。 

    

 

７． 「ビデオ ソースの追加」画面下部の「OK」をクリックします。 
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８． 「コンテンツを設定」画面が表示されます。 

   そのまま画面下部の「OK」をクリックして設定終了です。 

    

 

ビデオの使い方 

１． トップメニューから 「ビデオ」を選択してクリックします。 
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２． 設定した保存先フォルダの名前「ソースの名前」を、選択してクリックします。 

   「videos」を指定します。 

    

 

３． 映像ファイル名が一覧で表示されます。 

   表示したいファイル名をクリックすると、映像が表示されます。 

    

 

 



RebDrive NAS 使い方ガイド 

 
 

 
 

117 

４． 画面下部に、映像の操作パネルが表示されます。 

   ここで、映像の早送り、巻き戻し、停止、一時停止、音声設定、字幕設定などが可能です。 

    

 

ミュージック設定 

１． トップメニューから 「ミュージック」を選択してクリックします。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



RebDrive NAS 使い方ガイド 

 
 

 
 

118 

２． 「ソースを追加」を選択してクリックします。 

    

 

３． 「ミュージック ソースの追加」設定を行います。 

   ここで、音楽データが保存されている場所を指定します。 

   今回は、本製品RAID内の 「_NAS_Media/music」フォルダを指定します。 

   「ミュージック ソースの追加」画面右側の「参照」を選択してクリックします。 
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   ルートファイルシステム ⇒ _NAS_Media ⇒ music まで移動したら、「OK」をクリックします。 

    

 

４． 「ピクチャー ソースの追加」画面で枠内に設定した画像保存先のパスが表示されていることを確認し 

   ます。 

   今回は、「/media/_NAS_Media/music/」となります。 

   あわせて、「ソースの名前を入力してください。」下枠に表示されている内容が「music」となっている 

   ことを確認してください。 
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５． 画面下部の「OK」をクリックして設定終了です。 

 

ミュージックの使い方 

１． トップメニューから 「ミュージック」を選択してクリックします。 
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２． 設定した保存先フォルダの名前「ソースの名前」を、選択してクリックします。 

   「music」を指定します。 

    

 

３． 音楽ファイル名が一覧で表示されます。 
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４． 表示したいファイル名をクリックすると、音楽が再生されます。 

   さらに、画面左下の矢印アイコンをクリックすると、音楽ファイルの操作ウィンドウが開きます。 
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7-2 Data Guard を使ったバックアップ 

本製品では、コントロールパネルの「Data Guard」を使って、様々な方法でデータのバックアップを行うこ

とができます。 

バックアップの種類には大きく分けて、本製品単体でRAID内の別のフォルダやUSB外付けストレージな

どの外部デバイスへバックアップを行う「ローカルバックアップ」と、本製品を複数台接続しネットワーク経由

でバックアップを行う「リモートバックアップ」の２つがあります。 

さらに、「ローカルバックアップ」と「リモートバックアップ」の双方で、接続する外部機器やバックアップのス

ケジュールなど、複数の手段を選択できます。 

 

 ★「リモートバックアップ」の実行には、2台以上の本製品が必要となります。 

 

ローカルバックアップ 

ローカルバックアップには、バックアップのタイミングに応じて、1回のみのバックアップ（「コピー」および「イ

ンポート」）と常時バックアップの「リアルタイムバックアップ」、定期バックアップの「スケジュールバックアッ

プ」があります。 

1 回のみのバックアップでは、「コピー」で一般的なデータのコピーが、「インポート」では外部デバイスから

RAIDフォルダへ共有ファイルの取り込みがそれぞれ可能です。 

それぞれの方法の特徴については、以下を参照してください。 

 

概要： フォルダまたはデバイスに含まれるファイルのシンプルなコピーを作成します。 

主な用途： 一般的なデータのコピー 

データ転送の方向：  

               

 RAIDフォルダ→RAIDフォルダ    RAIDフォルダ→外部デバイス     外部デバイス→RAIDフォルダ 

 

コピーの際には、コピー先フォルダまたはデバイスのアクセス権に基づいて、コピーされるデータのアクセ

ス権を定義することができます。 

コピー先に同じ名前のファイルやフォルダが存在する場合は、確認メッセージを表示して上書きされます。 

コピーは設定直後に１回だけ実行されます。 
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概要： 外部デバイス内のデータを、RAIDフォルダへ共有ファイルとして取り込みます。 

主な用途： 外部デバイスからのデータ取り込み 

データ転送の方向：  

    

 外部デバイス→RAIDフォルダ 

 

インポートの際には、コピー先フォルダまたはデバイスのアクセス権に基づいて、コピーされるデータのア

クセス権を定義することができます。またコピーしたファイルを共有ファイルとして使用するかどうかを指定

することができます。 

コピー先に同じ名前のファイルやフォルダが存在する場合は、コピーするフォルダ名を変更できます。 

インポートは設定直後に１回だけ実行されます。 

 

概要： 指定したRAIDフォルダのコピーを、他のRAIDフォルダまたは外部デバイスに常時作成します。 

主な用途： 常時バックアップ 

データ転送の方向：  

          

 RAIDフォルダ→RAIDフォルダ    RAIDフォルダ→外部デバイス 

 

リアルタイムバックアップで作成されたファイルのアクセス権は、コピー先フォルダまたはデバイスのアクセ

ス権と同様になります。 

コピー先に同じ名前のファイルやフォルダが存在する場合は上書きされます。 

リアルタイムバックアップは設定後常時有効となり、コピー元ファイルに変更があれば、直ちにコピー先に

も反映されます。 
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概要： 指定された日時に、RAIDフォルダのコピーを定期的に作成します。 

主な用途： 日々の定期的なバックアップ 

データ転送の方向：  

          

 RAIDフォルダ→RAIDフォルダ    RAIDフォルダ→外部デバイス 

 

スケジュールバックアップでコピーされるデータのアクセス権は、コピー先フォルダまたはデバイスのアク

セス権に基づいて、設定時に定義することができます。 

コピー先に同じ名前のファイルやフォルダが存在する場合は上書きされます。 

スケジュールバックアップは設定後有効となり、指定の日時に定期的にコピーが作成されます。 

 

ローカルバックアップの作業手順 

必要に応じてUSB外付けストレージなどの外部デバイスを接続した後、Data Guardを起動してローカル

バックアップを設定します。

 

 ★内蔵RAIDフォルダにバックアップを行う場合には、外部デバイスの接続は必要ありません。 

 

１． 本製品の前面または背面にあるUSBポートに、利用するUSB機器を接続します。 

 

                     
 

USBポート 
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２． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「ストレージ」カテゴリから、「ディスク情報」をクリックし 

   て開きます。 

    

 

３． 「ディスク情報」ウィンドウが開きます。 

   「USBディスク」カテゴリに、接続したUSB機器が表示されることを確認します。 

    

 

   ★接続されたUSB機器は、RAID内の共有フォルダ「usbhdd」以下に共有フォルダとしてその 

     まま公開されます。 
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４． 接続されたUSB機器を取り外す際は、対象のUSB機器名の右側に表示されている「取り外し」アイコ 

   ンをクリックします。 

   「正常に取り出すことができました。」というメッセージが表示された後に、USB機器を本製品から取り 

   外してください。 

    

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



RebDrive NAS 使い方ガイド 

 
 

 
 

128 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「バックアップ」カテゴリから、「Data Guard」をクリック 

   して開きます。 

    

 

２． 「Data Guard」では、バックアップの作業を定義ごとに「タスク」として設定し管理します。 

   新しい作業を開始する場合は、「Data Guard」ウィンドウ左上の「追加」をクリックして新規のタスクを 

   作成します。 

    

 

３． 「データバックアップウィザード」ウィンドウから、「ローカルバックアップ」をクリックして開きます。 
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４． 「ローカルアップ」ウィンドウ内の「コピー」をクリックします。 

    
 

５． データ転送を行う方向に応じて、「RAIDフォルダ －> RAIDフォルダ」、「RAIDフォルダ －> 外部 

   デバイス」、「外部デバイス －> RAIDフォルダ」のいずれかをクリックします。 
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６． 「ソース」欄からコピー元となるフォルダを、「ターゲット」欄からコピー先となるフォルダまたはデバイス 

   をそれぞれ、該当するフォルダ名またはデバイス名横のチェックボックスをチェック（クリック）して選択 

   します。 

   サブフォルダを選択する場合は、表示されているデバイス名またはフォルダ名をクリックして、サブフォ 

   ルダを表示させてからチェックしてください。 

   また、「ソース」欄上部の「Select All」横にあるボックスをチェックすることで、「ソース」欄に表示され 

   ているフォルダをすべて選択することができます。 

   「ソース」と「ターゲット」双方を選択してから「次」をクリックします。 
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７． コピー作業の各オプションを選択します。 

    

 

   「同期タイプ」は、「増分」または「同期」のいずれかを選択します。 

   増分モードでは、コピー元とコピー先のファイルを一致させ、コピー先に古いファイルがある場合には 

   すべて維持します。コピー元でファイルが削除されても、コピー先ではそのファイルは削除されませ 

   ん。 

   同期モードでは、コピー元とコピー先のファイルを一致させます。 

   コピー元でファイルが追加または削除されると、コピー先の該当ファイルも追加または削除されます。 

 

   「ACL設定の維持」は、オフかオンのどちらかを選択します。 

   コピー元のアクセス権限（ACL)をコピー先でも維持したい場合は、「オン」にします。 

   ただし、コピー先の上位フォルダが共有フォルダとして設定されている場合は、コピーされたフォルダ 

   は上位フォルダに属した共有フォルダとなるため、「ACL設定の維持」はできません。 

 

   ★「ACL設定の維持」は、RAIDフォルダ間のコピーを選択した場合のみ表示されます。 

     

   「ログ場所」では、コピー作業のログデータを保存するフォルダとして任意の場所を指定します。 

  

   すべての項目を選択してから、「次」をクリックします。 
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８． 最終確認として、コピー作業についての注意事項が告知されます。 

   告知内容を確認し、作業を開始する場合は、「受諾」左にあるチェックボックスをクリックしてチェック 

   した後、「完了」をクリックしてコピー作業を開始します。 

    
 

９． 「Data Guard」ウィンドウが開き、設定したタスクの状態が表示されます。 

   「タスク名」欄に「copy」、「バックアップタイプ」欄には「コピー」とそれぞれ表示されます。 

   コピーの進行中は「ステータス」欄に「処理」と表示されます。 

    

 

１０． 「ステータス」欄の表示が「完了」となれば、作業完了です。 
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１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「バックアップ」カテゴリから、「Data Guard」をクリック 

   して開きます。 

    

 

２． 「Data Guard」では、バックアップの作業を定義ごとに「タスク」として設定し管理します。 

   新しい作業を開始する場合は、「Data Guard」ウィンドウ左上の「追加」をクリックして新規のタスクを 

   作成します。 

    

 

３． 「データバックアップウィザード」ウィンドウから、「ローカルバックアップ」をクリックして開きます。 
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４． 「ローカルアップ」ウィンドウ内の「インポート」をクリックします。 
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５． 「ソース」欄からコピー元となるフォルダを、「ターゲット」欄からコピー先となるRAIDボリュームをそれ 

   ぞれ、該当するフォルダ名またはデバイス名、RAIDボリューム名横のチェックボックスをチェック（ク 

   リック）して選択します。 

   「ソース」欄のサブフォルダを選択する場合は、表示されているデバイス名またはフォルダ名をクリック 

   して、サブフォルダを表示させてからチェックしてください。 

   また、「ソース」欄上部の「Select All」横にあるボックスをチェックすることで、「ソース」欄に表示され 

   ているフォルダをすべて選択することができます。 

   「ターゲット」欄のコピー先については、選択したRAIDボリューム直下に新規フォルダが作成される  

   かたちとなるため、サブフォルダを選択することはできません。 

   「ソース」と「ターゲット」双方を選択してから「次」をクリックします。 
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６． インポート作業の各オプションを選択します。 

    

 

   「一般に公開する」は、オンかオフのどちらかを選択します。 

   インポートするフォルダを共有フォルダとして利用する場合は「オン」を、利用しない場合は「オフ」を 

   それぞれ選択します。 

 

   「ログ場所」では、コピー作業のログデータを保存するフォルダとして任意の場所を指定します。 

  

   すべての項目を選択してから、「次」をクリックします。 
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７． 最終確認として、インポート作業についての注意事項が告知されます。 

   コピー先にコピー元と同じ名前のフォルダが存在する場合は、「重複フォルダ一覧」欄にメッセージが 

   表示されます。 

   このまま「完了」をクリックしてインポートを実行すると、コピーされるフォルダ名は元の名前の後に「-1」 

   を付加した別名となります。 

 

   ★元のフォルダ名の末尾が「-」（半角文字：ハイフン）の後に半角数字が続く文字列の場合、「-」と末尾 

    の数字に 1を足した数字が付加されます。 

 

   告知内容を確認し、作業を開始する場合は、「受諾」左にあるチェックボックスをクリックしてチェックし 

   た後、「完了」をクリックしてコピー作業を開始します。 
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８． 「Data Guard」ウィンドウが開き、設定したタスクの状態が表示されます。 

   「タスク名」欄に「import」、「バックアップタイプ」欄には「インポート」とそれぞれ表示されます。 

   コピーの進行中は「ステータス」欄に「処理」と表示されます。 

    

 

１０． 「ステータス」欄の表示が「完了」となれば、作業完了です。 

    

 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「バックアップ」カテゴリから、「Data Guard」をクリック 

   して開きます。 

    

 

２． 「Data Guard」では、バックアップの作業を定義ごとに「タスク」として設定し管理します。 

   新しい作業を開始する場合は、「Data Guard」ウィンドウ左上の「追加」をクリックして新規のタスクを 

   作成します。 

    

 

 

 



RebDrive NAS 使い方ガイド 

 
 

 
 

139 

３． 「データバックアップウィザード」ウィンドウから、「ローカルバックアップ」をクリックして開きます。 

    

  

４． 「ローカルアップ」ウィンドウ内の「リアルタイムバックアップ」をクリックします。 
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５． データ転送を行う方向に応じて、「RAIDフォルダ －> RAIDフォルダ」、「RAIDフォルダ －> 外部 

   デバイス」のいずれかをクリックします。 
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６． 「ソース」欄からコピー元となるフォルダを、「ターゲット」欄からコピー先となるフォルダまたはデバイス 

   をそれぞれ、該当するフォルダ名またはデバイス名横のチェックボックスをチェック（クリック）して選択 

   します。 

   サブフォルダを選択する場合は、表示されているデバイス名またはフォルダ名をクリックして、サブフォ 

   ルダを表示させてからチェックしてください。 

   「ソース」と「ターゲット」双方を選択してから「次」をクリックします。 
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７． リアルタイムバックアップ作業の各オプションを選択します。 

    

 

   「タスク名」欄には、任意の名前を入力します。この欄は入力必須です。 

 

   「同期タイプ」は、「増分」または「同期」のいずれかを選択します。 

   増分モードでは、コピー元とコピー先のファイルを一致させ、コピー先に古いファイルがある場合には 

   すべて維持します。コピー元でファイルが削除されても、コピー先ではそのファイルは削除されませ 

   ん。 

   同期モードでは、コピー元とコピー先のファイルを一致させます。 

   コピー元でファイルが追加または削除されると、コピー先の該当ファイルも追加または削除されます。 

 

   「シンボリックリンクのバックアップ」は、オフかオンのどちらかを選択します。 

   コピー元に含まれる、シンボリックリンクのリンク先フォルダやファイルのバックアップを行う場合は 

   「オン」に設定します。 

 

   「ログ場所」では、コピー作業のログデータを保存するフォルダとして任意の場所を指定します。 

 

   「フィルタ」欄では、バックアップするファイルについての各種条件を設定できます。 

   「ファイルサイズ」、「ファイルタイプ包含」、「ファイルタイプ」それぞれの条件を使用する場合は、条件 

   名横のチェックボックスをクリックし有効にしてから、条件を設定します。 
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   「ファイルサイズ」は、バックアップするファイルサイズの最大値と最小値を指定します。 

   この条件を有効にした場合、最小値と最大値の間に含まれるサイズのファイルのみがバックアップさ 

   れます。 

   ただし、最小値または最大値のみを指定した場合、その最小値または最大値と同一のサイズのファイ 

   ルのみがバックアップされます。 

 

   「ファイルタイプ包含」および「ファイルタイプ除外」では、ファイル形式を指定して、バックアップの対象 

   とするファイル、またはバックアップから除外するファイルを選択します。 

 

   すべての項目を選択してから、「次」をクリックします。 

 

８． 最終確認として、リアルタイムバックアップ作業についての注意事項が告知されます。 

   告知内容を確認し、作業を開始する場合は、「受諾」左にあるチェックボックスをクリックしてチェック 

   した後、「完了」をクリックしてコピー作業を開始します。 

 

   ★リアルタイムバックアップでは、コピー先にコピー元と同じ名前のフォルダが存在する場合、コピー 

    先の内容がコピー元の内容で上書きされます。 
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９． 「Data Guard」ウィンドウが開き、設定したタスクの状態が表示されます。 

   「タスク名」欄にはオプションとして指定したタスク名が表示され、「バックアップタイプ」欄は「リアル 

   タイム」の表示となります。 

   リアルタイムバックアップでは、タスクが有効な限り「ステータス」欄には常に「処理」と表示されます。 

    

 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「バックアップ」カテゴリから、「Data Guard」をクリック 

   して開きます。 

    

 

２． 「Data Guard」では、バックアップの作業を定義ごとに「タスク」として設定し管理します。 

   新しい作業を開始する場合は、「Data Guard」ウィンドウ左上の「追加」をクリックして新規のタスクを 

   作成します。 
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３． 「データバックアップウィザード」ウィンドウから、「ローカルバックアップ」をクリックして開きます。 

    

 

４． 「ローカルアップ」ウィンドウ内の「スケジュールバックアップ」をクリックします。 
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５． データ転送を行う方向に応じて、「RAIDフォルダ －> RAIDフォルダ」、「RAIDフォルダ －> 外部 

   デバイス」のいずれかをクリックします。 
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６． 「ソース」欄からコピー元となるフォルダを、「ターゲット」欄からコピー先となるフォルダまたはデバイス 

   をそれぞれ、該当するフォルダ名またはデバイス名横のチェックボックスをチェック（クリック）して選択 

   します。 

   サブフォルダを選択する場合は、表示されているデバイス名またはフォルダ名をクリックして、サブフォ 

   ルダを表示させてからチェックしてください。 

   また、「ソース」欄上部の「Select All」横にあるボックスをチェックすることで、「ソース」欄に表示され 

   ているフォルダをすべて選択することができます。 

   「ソース」と「ターゲット」双方を選択してから「次」をクリックします。 
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７． スケジュールバックアップ作業の各オプションを選択します。 

    

 

   「タスク名」欄には、任意の名前を入力します。この欄は入力必須です。 

 

   「サブフォルダ作成」では、コピー先フォルダへの保存方法を設定します。 

   「作成」を選択した場合は、コピー先として指定した場所へタスク名と同名のフォルダを新規に作成し、 

   その配下にファイルをコピーします。 

   「作成しない」を選択した場合は、コピー先として指定した場所へ、コピー元のフォルダ名がそのままコ 

   ピーされます。 

 

   「同期タイプ」は、「増分」または「同期」のいずれかを選択します。 

   増分モードでは、コピー元とコピー先のファイルを一致させ、コピー先に古いファイルがある場合には 

   すべて維持します。コピー元でファイルが削除されても、コピー先ではそのファイルは削除されませ 

   ん。 

   同期モードでは、コピー元とコピー先のファイルを一致させます。 

   コピー元でファイルが追加または削除されると、コピー先の該当ファイルも追加または削除されます。 

 

   「ACL設定の維持」は、オフかオンのどちらかを選択します。 

   コピー元のアクセス権限（ACL)をコピー先でも維持したい場合は、「オン」にします。 

   ただし、コピー先の上位フォルダが共有フォルダとして設定されている場合は、コピーされたフォルダ 

   は上位フォルダに属した共有フォルダとなるため、「ACL設定の維持」はできません。 

 

   ★「ACL設定の維持」は、RAIDフォルダ間のコピーを選択した場合のみ表示されます。 
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   「ログ場所」では、コピー作業のログデータを保存するフォルダとして任意の場所を指定します。 

 

   設定完了後、直ちにスケジュールバックアップを開始する場合は、「スケジュール有効化」左のチェック 

   ボックスをクリックしてから、コピーを開始する日時を指定します。 

   「時間」でコピーを開始する時刻を選択し、「スケジュール」から毎月、毎週、毎日のいずれかを選択し 

   ます。更に「毎月」または「毎週」を選択した場合は、直下のメニューから日付または曜日も選択してく 

   ださい。 

 

   すべての項目を選択してから、「次」をクリックします。 

 

８． 最終確認として、スケジュールバックアップ作業についての注意事項が告知されます。 

   告知内容を確認し、作業を開始する場合は、「受諾」左にあるチェックボックスをクリックしてチェック 

   した後、「完了」をクリックしてコピー作業を開始します。 

 

   ★スケジュールバックアップでは、コピー先にコピー元と同じ名前のフォルダが存在する場合、コピー 

    先の内容がコピー元の内容で上書きされます。 
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９． 「Data Guard」ウィンドウが開き、設定したタスクの状態が表示されます。 

   「タスク名」欄にはオプションとして指定したタスク名が表示され、「バックアップタイプ」欄には「スケ 

   ジュール」および直後の（）内に選択されたスケジュール条件が表示されます。 

   「ステータス」欄はスケジュール設定した日時になるまで表示されません。 

   設定された日時になるとコピーが開始され、コピーの進行中は「ステータス」欄に「処理」と表示されま 

   す。 

    

 

１０． 「ステータス」欄の表示が「完了」となれば、作業完了です。 

    これ以降、スケジュール設定した日時ごとにコピーが開始されます。 
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リモートバックアップ 

リモートバックアップには、バックアップするデータに応じて、コピー元のデータをすべてバックアップする

「完全バックアップ」と、コピー元からバックアップするフォルダを選択して行う「カスタムバックアップ」の２と

おりの方法があります。 

 

リモートバックアップの作業手順 

リモートバックアップの作業順序として、先にコピー先の本製品側で、データをバックアップするための 

「Rsyncターゲットサーバー」を設定して起動します。 

コピー先の「Rsync ターゲットサーバー」が起動した後に、コピー元となる本製品でリモートバックアップの

設定を行います。 

 

 ★コピー先RAID内の既存データは上書きまたは消去される可能性がありますのでご注意ください。 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「バックアップ」カテゴリから、「Rsyncターゲットサー 

   バー」をクリックして開きます。
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２． 「Rsyncターゲットサーバー」の各オプションを選択します。 

    

 

   「Rsyncターゲットサーバー」欄で「有効」をクリックし選択してから、それ以下のオプションを設定しま 

   す。 

 

   「ユーザー名」欄および「パスワード」欄には、それぞれ任意のユーザー名とパスワードを入力します。 

   ここで設定するユーザー名とパスワードは、コピー元の本製品でリモートバックアップを設定する際に 

   必要となります。 

   コピー元およびコピー先の本製品で利用されているユーザー名やパスワードと同じである必要はあり 

   ません。 

 

   「暗号化対応」欄は、必要に応じて「有効」または「無効」を選択します。 

   暗号化を有効とした場合には、いずれかの「許可 ID」の欄へ、コピー元となる本製品の IPアドレスを 

   入力してください。 

 

   より堅牢な暗号化方式として、「公開鍵」と「秘密鍵」のペアを使った認証（公開鍵認証）を選択すること 

   ができます。 

   公開鍵認証を使用する場合は、「キーのダウンロード」をクリックし、設定用のWebブラウザを開い 

   ているパソコンへキーファイル（key.tar.gz）をダウンロードします。 
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   キーファイルを解凍すると、「public_key」と「private_key」の二つのファイルが生成されます。 

   このうち、「public_key」を「パブリックキー」として、「private_key」を「プライベートキー」としてそれぞ 

   れ、入力欄右端のボタンをクリックして指定します。 

 

   ★Windowsでキーファイルを解凍する場合は、「Lhaplus」、「Lhacaデラックス版」などのtar.gz形式 

     に対応したフリーソフトウェアが必要です。 

 

   すべての項目を選択してから、「適用」をクリックして「Rsyncターゲットサーバー」を起動します。 

 

３． 「Rsyncターゲットサーバー」を起動すると、その旨メッセージが表示されます。 

    

 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「バックアップ」カテゴリから、「Data Guard」をクリック 

   して開きます。 

    

 

２． 「Data Guard」では、バックアップの作業を定義ごとに「タスク」として設定し管理します。 

   新しい作業を開始する場合は、「Data Guard」ウィンドウ左上の「追加」をクリックして新規のタスクを 

   作成します。 
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３． 「データバックアップウィザード」ウィンドウから、「リモートバックアップ」をクリックして開きます。 

    

 

４． 「リモートバックアップ」ウィンドウ内の「完全バックアップ」をクリックします。 
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５． リモートバックアップ作業の各オプションを選択します。 

    
 

   「リモートターゲット」欄に、コピー先「Rsyncターゲットサーバー」として設定した本製品の IPアドレス 

   を入力します。 

   「ポート」欄（ポート番号）は、標準値をそのまま使用します。 

 

   「SSHによる暗号化」は、「Rsyncターゲットサーバー」側の設定で「暗号化対応」を「有効」に設定して 

   いる場合、「オン」に設定します。 

 

   「アカウント」欄および「パスワード」欄には、「Rsyncターゲットサーバー」側で設定したユーザー名と 

   パスワードを入力します。 

 

   設定内容をすべて入力してから、 「接続テスト」をクリックして接続テストを実行します。 

   「接続テスト合格！次へをクリックして続行してください。」というメッセージが表示されれば、この画面 

   での設定は完了です。 

    

 

   接続テストで問題がなければ、ウィンドウ右下に表示される「次」をクリックして作業を続行します。 

   接続テストに失敗した場合は、コピー先の IPアドレスやユーザー名/パスワードなど、各情報がコピー 

   元とコピー先の双方で正しく入力されているか確認してください。 
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６． タスクについての詳細なオプションを選択します。 

    

   「タスク名」欄には、任意の名前を入力します。この欄は入力必須です。 

 

   「バックアップタイプ」は、「リアルタイム」または「スケジュール」を選択します。 

   「リアルタイム」を選択した場合、タスクは常時有効となり、コピー元ファイルに変更があれば直ちに 

   コピー先にも反映されます。 

   「スケジュール」を選択した場合は、指定した日時ごとに定期的にコピーが作成されます。 

 

   「同期タイプ」は、「同期」または「増分」のいずれかを選択します。 

   同期モードでは、コピー元とコピー先のファイルを一致させます。 

   コピー元でファイルが追加または削除されると、コピー先の該当ファイルも追加または削除されます。 

   増分モードでは、コピー元とコピー先のファイルを一致させ、コピー先に古いファイルがある場合には 

   すべて維持します。コピー元でファイルが削除されても、コピー先ではそのファイルは削除されませ 

   ん。 

 

   「圧縮」を「オン」に設定すると、コピー先へ送信されるデータが圧縮されます。 

   転送するデータ量が少なくなるので、低速なネットワーク回線でバックアップを行う場合に有効です。 

 

   「NAS設定のバックアップ」を「オン」に設定すると、RAID内のファイルに含めて、本製品のシステム 

   設定もバックアップされます。 

 

   「部分ファイルの再開」は、バックアップ途中にネットワーク接続が切れるなどの理由でコピーが中断し 
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   たときに、途中まで送信されたファイルの取り扱いについて選択します。 

   「オフ」に設定した場合、送信途中のファイルは削除されます。「オン」に設定した場合は、送信途中の 

   ファイルを削除せずに継続してコピーを再開します。 

 

   「Update Data Directly」では、コピー先にコピー元と同名のファイルが存在する場合のコピー動作を 

   選択します。 

   「オフ」に設定した場合、コピー元から送信されるファイルの送信中はコピー先に一時ファイルとして保 

   存され、すべてのデータの送信が完了した後に、コピー先のファイルと置き換えられます。 

   「オン」に設定した場合は、データ送信の完了を待たずに、送信されたデータがコピー先のファイルに 

   直接上書きされます。 

 

   「まばらなファイルの処理」を「オン」に設定すると、実際のデータ量より占有するディスク領域が大き 

   い「まばらなファイル（Sparse File）」に対して、ディスク領域の消費を抑えるための処理を行います。 

 

   「ACL設定の維持」は、コピー元のアクセス権限（ACL)をコピー先でも維持する場合、「オン」に設定し 

   ます。 

 

   「ログ場所」では、コピー作業のログデータを保存するフォルダとして任意の場所を指定します。 

 

   「速度制限」欄に任意の数値を入力することで、データ転送に使用するネットワーク帯域を制限するこ 

   とができます。 

   無制限にする場合は「0（ゼロ）」を指定します。 

 

   「タイムアウト制限」欄では、コピー元／コピー先間での通信が遮断された場合に、タイムアウト（時間 

   切れ）となるまでの時間を指定します。 

 

   すべての項目を選択してから、「完了」をクリックして、タスクを実行します。 
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７． 「Data Guard」ウィンドウが開き、設定したタスクの状態が表示されます。 

   「タスク名」欄にはオプションとして指定したタスク名が表示され、「バックアップタイプ」欄には「リアル 

   タイム」または「スケジュール」と表示されます。「スケジュール」については直後の（）内にスケジュー 

   ル条件が表示されます。 

    

 

   バックアップタイプが「リアルタイム」の場合、タスクが有効な限り「ステータス」欄には常に「処理」と表 

   示されます。 

 

   バックアップタイプが「スケジュール」の場合、ステータスはそのスケジュール日時になるまで空白で 

   す。 

   設定された日時になるとコピーが開始され、コピーの進行中は「ステータス」欄に「処理」と表示されま 

   す。 

   スケジュールごとのバックアップ作業が完了すると「ステータス」欄の表示が「完了」となり、以降は 

   スケジュール設定した日時ごとにコピーが開始されます。 

 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「バックアップ」カテゴリから、「Data Guard」をクリック 

   して開きます。 

    

 

２． 「Data Guard」では、バックアップの作業を定義ごとに「タスク」として設定し管理します。 

   新しい作業を開始する場合は、「Data Guard」ウィンドウ左上の「追加」をクリックして新規のタスクを 

   作成します。 
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３． 「データバックアップウィザード」ウィンドウから、「リモートバックアップ」をクリックして開きます。 

    

 

４． 「リモートバックアップ」ウィンドウ内の「カスタムバックアップ」をクリックします。 

    

 



RebDrive NAS 使い方ガイド 

 
 

 
 

160 

５． リモートバックアップ作業の各オプションを選択します。 

    
 

    「リモートターゲット」欄に、コピー先「Rsyncターゲットサーバー」として設定した本製品の IPアドレス 

   を入力します。 

   「ポート」欄（ポート番号）は、標準値をそのまま使用します。 

 

   「SSHによる暗号化」は、「Rsyncターゲットサーバー」側の設定で「暗号化対応」を「有効」に設定して 

   いる場合、「オン」に設定します。 

 

   「アカウント」欄および「パスワード」欄には、「Rsyncターゲットサーバー」側で設定したユーザー名と 

   パスワードを入力します。 

 

   「ターゲットフォルダ」左欄にはコピー先RAID内トップに存在するフォルダ名を、右欄には左欄のフォ 

   ルダに含まれるサブフォルダ名を、それぞれ必要に応じて入力します。 

   実際にコピーされるデータは、「ターゲットフォルダ」欄で指定したフォルダまたはサブフォルダの直下 

   に、コピー元フォルダと同名のフォルダを作成して保存されます。 

   「ターゲットフォルダ」欄を空欄にした場合、コピー先RAIDの直下にコピー元フォルダと同名のフォル 

   ダが作成されます。 

   「ターゲットフォルダ」欄に記入されたフォルダまたはサブフォルダがコピー先RAIDに存在しない場合 

   は、コピー先RAID内に「ターゲットフォルダ」欄と同名の新規フォルダが作成され、その直下にコピー 

   元フォルダと同名のフォルダが作成されます。 

 

   設定内容をすべて入力してから、 「接続テスト」をクリックして接続テストを実行します。 
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   「接続テスト合格！次へをクリックして続行してください。」というメッセージが表示されれば、この画面 

   での設定は完了です。 

    

 

   接続テストで問題がなければ、ウィンドウ右下に表示される「次」をクリックして作業を続行します。 

   接続テストに失敗した場合は、コピー先の IPアドレスやユーザー名/パスワードなど、各情報がコピー 

   元とコピー先の双方で正しく入力されているか確認してください。 

 

６． バックアップ対象のフォルダを選択します。 

   リストから本製品に設定されたRAIDをクリックすると、内部フォルダが表示されます。 

 

   バックアップするフォルダ名横のチェックボックスをチェック（クリック）して選択します。 

   サブフォルダを選択する場合は、表示されている各フォルダ名をクリックして、サブフォルダを表示させ 

   てからチェックしてください。 

   また、フォルダ表示欄上部の「Select All」横にあるボックスをチェックすることで、表示されているフォ 

   ルダをすべて選択することができます。 

 

   バックアップするフォルダをすべて選択してから「次」をクリックします。 

     

 

 



RebDrive NAS 使い方ガイド 

 
 

 
 

162 

７． タスクについての詳細なオプションを選択します。 

    

 

   「タスク名」欄には、任意の名前を入力します。この欄は入力必須です。 

 

   「バックアップタイプ」は、「リアルタイム」または「スケジュール」を選択します。 

   「リアルタイム」を選択した場合、タスクは常時有効となり、コピー元ファイルに変更があれば直ちに 

   コピー先にも反映されます。 

   「スケジュール」を選択した場合は、指定した日時ごとに定期的にコピーが作成されます。 

 

   「同期タイプ」は、「同期」または「増分」のいずれかを選択します。 

   同期モードでは、コピー元とコピー先のファイルを一致させます。 

   コピー元でファイルが追加または削除されると、コピー先の該当ファイルも追加または削除されます。 

   増分モードでは、コピー元とコピー先のファイルを一致させ、コピー先に古いファイルがある場合には 

   すべて維持します。コピー元でファイルが削除されても、コピー先ではそのファイルは削除されませ 

   ん。 

 

   「圧縮」を「オン」に設定すると、コピー先へ送信されるデータが圧縮されます。 

   転送するデータ量が少なくなるので、低速なネットワーク回線でバックアップを行う場合に有効です。 

 

   「NAS設定のバックアップ」を「オン」に設定すると、RAID内のファイルに含めて、本製品のシステム 

   設定もバックアップされます。 
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   「部分ファイルの再開」は、バックアップ途中にネットワーク接続が切れるなどの理由でコピーが中断し 

   たときに、途中まで送信されたファイルの取り扱いについて選択します。 

   「オフ」に設定した場合、送信途中のファイルは削除されます。「オン」に設定した場合は、送信途中の 

   ファイルを削除せずに継続してコピーを再開します。 

 

   「Update Data Directly」では、コピー先にコピー元と同名のファイルが存在する場合のコピー動作を 

   選択します。 

   「オフ」に設定した場合、コピー元から送信されるファイルの送信中はコピー先に一時ファイルとして保 

   存され、すべてのデータの送信が完了した後に、コピー先のファイルと置き換えられます。 

   「オン」に設定した場合は、データ送信の完了を待たずに、送信されたデータがコピー先のファイルに 

   直接上書きされます。 

 

   「まばらなファイルの処理」を「オン」に設定すると、実際のデータ量より占有するディスク領域が大き 

   い「まばらなファイル（Sparse File）」に対して、ディスク領域の消費を抑えるための処理を行います。 

 

   「ACL設定の維持」は、コピー元のアクセス権限（ACL)をコピー先でも維持する場合、「オン」に設定し 

   ます。 

 

   「ログ場所」では、コピー作業のログデータを保存するフォルダとして任意の場所を指定します。 

 

   「速度制限」欄に任意の数値を入力することで、データ転送に使用するネットワーク帯域を制限するこ 

   とができます。 

   無制限にする場合は「0（ゼロ）」を指定します。 

 

   「タイムアウト制限」欄では、コピー元／コピー先間での通信が遮断された場合に、タイムアウト（時間 

   切れ）となるまでの時間を指定します。 

 

   すべての項目を選択してから、「完了」をクリックして、タスクを実行します。 
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８． 「Data Guard」ウィンドウが開き、設定したタスクの状態が表示されます。 

   「タスク名」欄にはオプションとして指定したタスク名が表示され、「バックアップタイプ」欄には「リアル 

   タイム」または「スケジュール」と表示されます。「スケジュール」については直後の（）内にスケジュー 

   ル条件が表示されます。 

    

 

   バックアップタイプが「リアルタイム」の場合、タスクが有効な限り「ステータス」欄には常に「処理」と表 

   示されます。 

 

   バックアップタイプが「スケジュール」の場合、ステータスはそのスケジュール日時になるまで空白で 

   す。 

   設定された日時になるとコピーが開始され、コピーの進行中は「ステータス」欄に「処理」と表示されま 

   す。 

   スケジュールごとのバックアップ作業が完了すると「ステータス」欄の表示が「完了」となり、以降は 

   スケジュール設定した日時ごとにコピーが開始されます。 

 

7-3 CD/DVD メディアへのバックアップ 

本製品では、コントロールパネルの「Data Burn」を使って、CD/DVD メディアへバックアップを行うことが

できます。 

 

CD/DVD メディアに、本製品内のファイル/フォルダを書き込む「ディスクにファイル/フォルダを書き込む」

のほかに、ファイル/フォルダから ISOイメージファイルを作成する「ファイル/フォルダからイメージファイル

の作成」と、ISOイメージファイルをCD/DVDメディアに書き込む「ディスクにイメージファイルの書き込み」

の 3つを説明します。 

「ディスクにファイル/フォルダを書き込む」手順というのは、「ファイル/フォルダからイメージファイルの作

成」と「ディスクにイメージファイルの書き込み」を合わせた機能となります。 

 

 1．ディスクにファイル/フォルダを書き込む 

 2．ディスクにイメージファイルの書き込み 

 3．ファイル/フォルダからイメージファイルの作成 

 ★1は、2と 3を合わせた機能となります。 
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光学ドライブの接続 

１． 本製品の前面または背面にあるUSBポートに、利用する光学ドライブを接続します。 

 

                     
 

 

２． 接続した光学ドライブに、書き込み可能なCD/DVDメディアを挿入します。 

   本項では、CD-R、DVD-R（片面1層）、DVD-RW（片面1層）で動作確認を行っております。 

 

３． 光学ドライブの接続及び書き込み可能なCD/DVDメディアの挿入につきましては、書き込み手順の 

   中で確認します。 

  

   ★光学ドライブによっては、本製品で正しく認識できない場合があります。 

 

ディスクにファイル/フォルダを書き込む 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「バックアップ」カテゴリから、「Data Burn」をクリックし 

   て開きます。 

    

 

 

 

 

USBポート 
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２． 「ディスクにファイル/フォルダを書き込む」に移動します。 

   画面上部3つ並ぶのタブアイコンの左側「ディスクにファイル/フォルダを書き込む」をクリックします。 

   「Data Burn」をクリックして、最初に開く画面は「ディスクにファイル/フォルダを書き込む」となります。 

 
 

３． 「追加」をクリックして、「書き込みプロセスを開始するためにデータ追加」を開きます。 

   ここで、書き込むファイル/フォルダを、画面右側からクリックして選択し、「選択」をクリックして追加しま 

   す。 
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４． 合計サイズが、書き込み先CD/DVDメディアのディスク容量を超えていないことを確認します。 
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５． ディスク名を必要に応じて変更します。 

   名前枠にある New Disc をクリックすると、追加アイコンの横に、編集アイコンが出現します。 

   この編集アイコンをクリックして、ディスク名変更ウィンドウを開きます。 

   必要に応じて新しいディスク名を入力し、「適用」をクリックして変更します。 

   名前に使用できる文字は、文字数16文字までの半角英数字と「-」（ハイフン）記号のみです。 

 

 

 
 

６． ディスク名が変更されたことを画面で確認します。 
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７． 接続されている光学ドライブを指定して、光学メディアの認識を開始します。 

 

   ディスク： 

   選択枠横にある下向き矢印をクリックして表示される光学ドライブを選択します。 

   実際の製品名と異なることがありますのでご注意ください。 

    

 

   ディスク情報： 

   上記で接続されている光学ドライブを指定すると、挿入されているCD/DVDメディアが自動的に認識 

   されます。 

   メディアを認識中は、「ディスク読み込み中です。お待ちください。」と表示されます。 

 

   認識作業が終了すると、下記いずれかのメッセージが表示されます。 

   ・DVD-R（空）、ディスクスペース：4.38GB ： 空のDVD-R（4.38GB） 

   ・DVD-RW（空）、ディスクスペース：4.38GB ： 空のDVD-RW（4.38GB） 

   ・DVD-RW（データが存在します。上書きを実行できます。）：書き込み済みのDVD-RW 

   ・DVD-ROM（データが存在します。データを書き込むことができません。）： 

   ・書き込み済みのDVD-R 

   ★「不明：不明」と表示される場合は、「ディスク検出」をクリックして、再度認識作業を実施してくださ 

     い。 

 

   速度： 

   光学ドライブに挿入されているメディアが認識されると自動的に表示されます。 

   必要に応じて変更してください。 

   

 

８． 必要に応じて、「ディスクデータ検証」の設定を行います。 

    

   ★検証機能を有効にすると、ディスクの作成にかかる時間が長くなります。 
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９． 上記項目を設定後、画面下部の「書き込み」をクリックして、CD/DVDへの書き込みを開始します。 

 

 

１０． 書き込みが終わると、「書き込みが終了しました。」というウィンドウメッセージが表示され、光学ドライ 

    ブのトレイが開き、CD/DVDメディアが排出されます。 

    「OK」をクリックして、ウィンドウを閉じます。 

    以上で終了です。 

 

 

メージファイルのディスク書き込み 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「バックアップ」カテゴリから、「Data Burn」をクリック 

   して開きます。 
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２． 「ディスクにイメージファイルの書き込み」に移動します。 

   画面上部3つ並ぶのタブアイコンの中央「ディスクにファイル/フォルダを書き込む」をクリックします。 
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３． ISOファイル：書き込む ISOファイルを指定します。 

   ISOファイル：記入欄横の「閲覧」をクリックして、「ISOパス」を開きます。 

   本製品内からCD/DVDメディアへ書き込む ISOファイルを、画面右側からクリックして、「選択」を 

   クリックして追加します。 

   ★本製品の負荷が高いときや細かなファイルが多いときなどは表示に時間がかかる場合があります。 
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４． 下記項目の設定及び対応を行います。 

 

   ディスク： 

   選択枠横にある下向き矢印をクリックして表示される光学ドライブを選択します。 

   実際の製品名と異なることがありますのでご注意ください。 

    

 

   ディスク情報： 

   上記で接続されている光学ドライブを指定すると、挿入されているCD/DVDメディア認識が自動的に 

   開始されます。 

   メディアを認識中は、「ディスク読み込み中です。お待ちください。」と表示されます。 

 

   認識作業が終了すると、下記メッセージが表示されます。 

   ・DVD-R（空）、ディスクスペース：4.38GB ： 空のDVD-R（4.38GB） 

   ・DVD-RW（空）、ディスクスペース：4.38GB ： 空のDVD-RW（4.38GB） 

   ・DVD-RW（データが存在します。上書きを実行できます。）：書き込み済みのDVD-RW 

   ・DVD-ROM（データが存在します。データを書き込むことができません。）： 

   ・書き込み済みのDVD-R 

   ★「不明：不明」と表示される場合は、「ディスク検出」をクリックして、再度認識作業を実施してくださ 

     い。 

 

   速度： 

   光学ドライブに挿入されているメディアが認識されると自動的に表示されます。 

   必要に応じて変更してください。 

   

 

５． 必要に応じて、「ディスクデータ検証」の設定を行います。 

    

   ★検証機能を有効にすると、ディスクの作成にかかる時間が長くなります。 
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６． 上記項目を設定後、画面下部の「書き込み」をクリックして、CD/DVDへの書き込みを開始します。 

    

 

７． 書き込みが終わると、「書き込みが終了しました。」というウィンドウメッセージが表示され、光学ドライ 

   ブのトレイが開き、CD/DVDメディアが排出されます。 

   「OK」をクリックして、ウィンドウを閉じます。 

   以上で終了です。 

 

 

ファイル/フォルダからのイメージファイル作成 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「バックアップ」カテゴリから、「Data Burn」をクリック 

   して開きます。 
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２． 「ファイル/フォルダからイメージファイルの作成」に移動します。 

   画面上部3つ並ぶのタブアイコンの右側「ファイル/フォルダからイメージファイルの作成」をクリックし 

   ます。 
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   「追加」をクリックして、「書き込みプロセスを開始するためにデータ追加」を開きます。 

   ここで、書き込むファイル/フォルダを、画面右側からクリックして選択し、「選択」をクリックして追加し 

   ます。 
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３． ディスク名を必要に応じて変更します。 

   名前枠にある「New Disc」をクリックすると、追加アイコンの横に、編集アイコンが表示されます。 

   この編集アイコンをクリックして、ディスク名変更ウィンドウを開きます。 

   必要に応じて新しいディスク名を入力し、「適用」をクリックして変更します。 

   名前に使用できる文字は、文字数16文字までの半角英数字と「-」（ハイフン）記号のみです。 

   ★このディスク名は、作成された ISOイメージファイルを光学メディアに書き込んだ際に、その光学メ 

    ディアの名前として適用されます。 

 

 

 
 

４． ディスク名が変更されたことを画面で確認します。 
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５． 作成する ISOイメージファイルを保存する場所を指定します。 

   ISOファイル：記入欄横の「閲覧」をクリックして、「ISOパス」を開きます。 

   ここで、ISOイメージファイルに書き込むファイル/フォルダを、画面右側からクリックして選択し、「選 

   択」をクリックして追加します。 

   ★本製品の負荷が高いときや細かなファイルが多いときなどは表示に時間がかかる場合があります。 

 
 

 

 

６． 作成する ISOイメージファイルの名前（ISO名）を指定します。 
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７． 上記項目を設定後、画面下部の「書き込み」をクリックして、CD/DVDへの書き込みを開始します。 

    

 

８． ISOイメージファイルが作成されると、「書き込みが終了しました。」というウィンドウメッセージが表示 

   されます。OKをクリックして、ウィンドウを閉じます。 

 

 

９． ISOパスで指定したフォルダに、ISO名で指定した名前のファイルが存在していることを確認します。 

   以上で終了です。 
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7-4 USB コピーボタンの使い方 

本製品に接続したUSB外付けストレージ（ハードディスク、SSD、USBメモリ）から、本製品内へバックアッ

プします。 

本体正面のボタンを押すだけなので、緊急性の高いバックアップなどに利用可能です。 

 

１． 本体正面のUSBポート（USB3.0対応）へ、USB外付けストレージを本製品へ接続します。 

                     
 

 

２． 本体正面のUSB LEDが白色点灯することを確認します。 

       
 

 

 

 

USBポート（USB3.0対応） 
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３． 本体正面のUSBコピーボタンを押します。 

 
 

４． コピーが始まると、本体正面のUSB LEDが点滅します。 

 
 

５． コピーが終了すると、本体正面のUSB LEDが消灯します。 

   この状態で、USB外付けストレージは取外し可能です。 
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６． 本製品RAID内の「USBCopy」フォルダ以下にコピー日時毎のフォルダが作成され、その配下にバッ 

   クアップデータが保存されます。 

    

 

8 内蔵ドライブおよび RAIDのメンテナンス 

8-1 ドライブの交換手順 

RAID構成によって、稼働中のHDD交換可能不可能がありますのでご注意ください。 

RAID0： HDDの冗長性なし。稼働中のHDD交換不可。 

RAID1： HDDの冗長性あり。稼働中のHDD交換可能。 

★RAID構成については、本書33ページを参照ください。 

 

１． 状況に応じてRebDriveNASの電源を落とします。 

   RAID0構成のときは、電源を落とします。 

   RAID1構成のときは、HDD1台だけ交換であれば電源は落としません。 

 

２． 交換するHDDを確認する。 

   RAID1構成のときは、交換するHDDが左右どちらにあるのか確認します。 

   下記例では、HDD1は正常、HDD2が異常となり、交換対象はHDD2 =左側となります。 
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３． フロント扉を開ける。 

   正面向かって左側扉の中央付近の縦に 3つ並んだ凸部分を軽く押して扉を開きます。 

 
 

４． 該当HDDを取り出す。 

   該当HDD（HDD2＝向かって左側）を下部にある固定部位を押して、取り出します。 

 

 

５． 取り出した該当HDDから左右のパネルを外します。 

  ネジ止めはされていませんので、HDDのネジ穴にひっかけてある部分を爪で外すと取れます。 

 

６． 新しいHDDへ左右の固定用パネルを取り付けます。 

 

７． 新しいHDDを差し込みます。 

 

８． 最初に電源を落としていた場合は、電源を投入します。 
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8-2 ドライブ故障時の復旧手順 

RebDrive NAS本体から、Beep音発生 

あるいは、システムログおよび通知設定による故障通知により、検知。 

 

HDD1（右側） or HDD2（左側）どちらが故障しているか確認します。 

故障しているHDDは、RevDrive NAS本体前面パネル 該当HDD番号のHDD LEDが赤色点灯しま

す。 

 

上記 8-1にそって該当のHDDを交換します。 

この後の復旧手順は、RAID構成によって異なります。 

 

RAIDの作り直しとなります。（ユーザーデータ、モジュールすべてとNAS Applicationのデータ部分は復

旧できません。） 

★RAIDの作り直しを行う手順については本書の 33ページを参照してください。 

 

HDD交換後、RAIDの再構築動作（リビルド）が開始され、でしばらく（10時間前後）の後、復旧が完了しま

す。 

 

稼働中にHDD交換を行うと、自動的にRAIDの再構築動作（リビルド）が始まります。 

本体前面パネル HDD LEDが、2つとも点滅します。 

★この状態でも本製品は使用可能ですが、システムへの負荷を避けるため、設定変更は行わないでくだ 

  さい。 

 

RAIDの復旧動作が終了すると、本体前面パネル HDD LEDの点滅が終了します。 

合わせて、WebブラウザからRAID情報を確認し、状態が正常となっていれば終了です。 
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9 Mac OS X用設定 

9-1 Time Machine でのバックアップ先指定 

バックアップの手順 

１． Mac OS Xの「システム環境設定」から「Time Machine」を選択し、Time Machineの設定画面を 

   開きます。 

 

２． 画面中央部にある「ディスクを選択」から「サーバRebDriveNAS(Time Machine)」を選択します。 

 

３． NASのアカウントとパスワードを入力を求められるので、本製品に設定されたユーザー名とパスワー 

   ドをそれぞれ入力します。 

 

４． バックアップが開始されます。 

 

リストアの手順 

１． キーボードのオプションキーを押しながらMacを起動します。 

   起動ディスクの選択画面が表示されます。 

 

２． 復旧用パーティションを選択して起動します。 

   ★このパーティション名はOSのバージョンによって異なります。（10.8.5の場合は「復旧10.8.5」。） 

 

３． 復旧用OSの中から「Time Machineバックアップから復元」を選択します。 

 

４． バックアップ済みデータの選択で表示される「ネットワークRebDriveNAS上のNAS_Public」を 

   選択し、「接続」をクリックします。 

 

５． アカウント名とパスワードを入力してから、「接続」をクリックします。 

 

６． 「ネットワークRebDriveNAS上のNAS_Public」のツリーにディスク「NAS_Public」内に、バック 

   アップに使用したMacの名前が表示されるので、これを選択し「続ける」をクリックします。 

 

７． 任意のバックアップされた時間を選択し、リストアするディスクを選択、「復元」をクリックすると 

   リストアが開始されます。 
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9-2 iTunesサーバーとしての使い方 

iTunesサーバーは iTunesに標準搭載された機能です。 

一つの iTunesフォルダを複数のパソコンからアクセスし音楽ファイルをローカルネットワーク上で共有する

機能です。 

なお、iTunesサーバーで共有できるのは音楽ファイルのみとなります。 

 

本製品を iTunesサーバーとして使用するための設定 

１． ウェブ管理インタフェースのコントロールパネル「アプリケーションサーバー」カテゴリから、「iTunes 

   サーバー」をクリックして開きます。 

 

２． iTunesサーバー設定画面で、以下の項目をそれぞれ設定します。 

   iTunes： 有効にすると、iTunesが本製品を iTunesサーバーとして認識できるようになります。 

   サーバー名： アクセスするアカウント名 

   パスワード： アクセスするアカウントのパスワード 

   再スキャンのインターバル： 追加されたファイルの自動アップデートの更新頻度を設定します。 

 

パソコン側の iTunesでの設定 

１． 本製品で iTunesサーバーを有効にすると iTunesのウインドウ左上のライブラリ選択タブに「共有ラ 

   イブラリ」として表示されます。 

 

２． 本製品を選択しパスワードを入力すると本製品RAID内の「_NAS_Media/music」に置かれた 

   iTunesフォルダ及び音楽ファイルが iTunesに表示されます。 
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10 保証とアフターサービス 

10-1 保証について 

本製品の保証期間はご購入日から１年間です。 

万一、この期間内に製品に不具合が発見された場合、下記サポートセンターへ連絡下さい。 

ご連絡の際には、製品保証書をご用意下さい。 

 

10-2 テクニカルサポート連絡先 

アミュレット株式会社 店頭営業部 

TEL. 03-5295-8418 

FAX. 03-5295-8424 

電子メール support@amulet.co.jp 

 

★弊社より出荷した製品以外の修理・サポートは承っておりません。 

 

★製品サポートに関する情報は、下記ホームページにて常時更新しておりますのでご参照ください。 

http://www.amulet.co.jp/products/RebDrive/NAS/RebDriveNAS.html 
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11 付録 

11-1 システムファイルおよびNASアプリのアップデート通知について 

本製品がインターネットに接続された状態で、ThecusOSのアップデートが検知されると、ThecusOSの 

ウェブ管理インタフェース画面右上に更新を知らせるアイコンが表示されます。 

これをクリックすることで、ThecusOSおよびNASアプリの更新が可能です。 

 

 

★ThecusOSおよび各NASアプリをアップデートした場合、ソフトウェアの動作や設定が本書の内容から 

 変更される場合がありますのでご注意ください。 

 

11-2 「サードパーティアプリのインストール」から利用できるアプリケーション 

本製品の機能を拡張する方法として、公式NASアプリ以外に、ウェブ管理インタフェースのコントロールパ

ネル「アプリケーションサーバー」カテゴリ以下、「サードパーティアプリのインストール」を使用して、任意の

アプリケーションを追加することができます。 

この方法でインストールされるアプリケーション（モジュール）については、フリーソフトウェアとしての扱い

となるため、弊社によるサポートおよび保証は行っておりません。 

 


